　四億三千五百年前、カンブリア紀に登場した三葉虫は、海底の泥に潜り、新たな強敵から身を隠していた。大洋を支配していた節足動物は、魚類の登場により深刻な危機を迎えていた。

　魚類の祖先であるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(せきさく),脊索)動物は、カンブリア紀に登場していたが、大きさが三センチ程度であり、節足動物隆盛の時代では、取るに足りない存在であった。

　しかし、重い外骨格を持つ動物に比べ、背骨を筋肉で覆う魚類の俊敏性は、大型の節足動物から逃れるために最も有効な手段だった。進化した脊索動物は、魚類となり体も大きくなり、次第に節足動物を追い詰めて行った。

　身を隠していた三葉虫は、魚類が去ったのを側葉で感知し、三葉虫の餌となる小さなエビのような生物に本能的に飛びついた。海底から沸く泥の小さな雲は、サメ類のドリオダス・プロブレマティクスを刺激し、その強力な筋力をもって三葉虫に襲い掛かった。狩るものが、一瞬の油断から狩られるものになってしまう。ドリオダス・プロブレマティクスにくわえられた三葉虫が、自分の運命を悟ったかどうか、そのような知能があったのか不明だが、危機を感じる本能は有っただろう。もはや、これまで。その時、遥か彼方、地球から五千光年離れた恒星が超新星爆発を起こしたときに発したガンマ線が、地球の大気と海を透過した。
　餌となった三葉虫を飲み込む間もなく、ドリオダス・プロブレマティクスはその生涯を終えた。このガンマ線バーストは、地球の生物の８５パーセントを葬った。
第四話

―２１９０年　５月１日―
オライオンは、一ヶ月間の乗員訓練を終了した。タケルとユカは、球状庭園で辞令を待っていた。待っている間、タケルはニールスの事故報告記録を見ていた。報告書には、量子搬送装置の耐久力が予想より低く、そのため激しく振動し暴走した可能性が高いと記されていた。だが、まだ結論が出ていなかった。タケルは、空いた時間を利用して、独自に事故報告記録を調べていた。気になっていることは、どうして博士の脇腹にボルトが刺さったのかだ。タケルは、事故記録にあるオノ博士の脇腹に刺さったボルトの画像を拡大した。記録によれば、動力炉を固定するボルトの一つだと書かれている。タケルは、ボルトを指差して言った。

「これ、このボルト。あまりにもきれいに動力炉から抜けている。ネジ山も潰れていない。まるでレンチで抜き取ったようだ」

　ユカは、両手の指を交差させて言った。

「あの装置は、物体を別の部屋から壁を突き抜けて、隣の部屋に移すことも出来るのでしょう。精度が低いといっても、偶然に、なんて言うか、焦点が合ったのじゃない」

「かもしれない」

　タケルは、そう言って爆発で焦げた船内の映像を出した。その中に細く湾曲した線があった。その線も焦げているのだが、他の場所と少し色が違う。

「ユカは、これ何だと思う」

「そうね。毛みたいね」

「なるほど、そうか髪の毛か。念のために成分を調べてみよう」
二人を呼び出すメッセージが、画像の上に青い文字で浮かんだ。二人は、並んで船長室に向かった。タケルは、シャトルの操縦士に決定だろう。ユカは、引き続き庭園の管理を希望していた。船長室では、船長と副長が二人を待っていた。船長は、まずユカに、

「君の希望を熟慮した結果、庭園任務が適当ではないと判断した。副長も同意見だ」

　ユカは、がっくりと肩を落とした。何か庭園の管理でミスをしたのだろうか。これでは、出発前に地球に送り帰される。船長は、宇宙船の映像を出した。オライオンと同型船の映像を指差した船長は、ユカに言った。

「これは、シルバーホークだ。予定では、五年後に就航することになっていた。しかし、計画が二年後に就航と変更された。建造計画変更は可能なのだが、乗員の訓練が間に合わない。そこで、オライオンから半数がシルバーホークに乗船し、二年後に入学予定の訓練学校生を訓練しながら航行することになった。つまり、早急に士官を養成しなくてはならない。本来なら士官学校で訓練をするのだが、ユカとタケルはオライオン上で同等の訓練をしてもらうことになる」

　ユカは、予想外の言葉に驚いた。タケルは、黙って納得したように頷いている。オライオンに乗った時、ユカは宇宙という大海原に船出をしたように感じた。それは、漠然とした未来だった。それが、士官と聞いたとたんに目前に長い橋が架かったような気がした。しかし、この橋は容易に渡れるものではない。かと言って、この申し出を断れば一般の乗員として、別の宇宙船か基地での勤務になる。

せっかくの船長の申し出、特に断る理由がない。ただ一つ、気に掛かる事がある。現在の宇宙開発組織は、連合宇宙軍を源に組織された。その慣習から、有事の際に機能出来るように軍事訓練を課せられる。その訓練終了後、宇宙軍准尉となる。それは、あまり気が進まない。ユカは、武装したシャトルを操縦する自分の姿を想像した。どうもしっくりこない。船長は、ユカの迷いを見透かすように言った。

「宇宙軍が出撃したのは、遠い昔のことだ」

そう、そのとおり。ユカが生まれるずっと前のこと。船長ですら知らない時代なのだ。ユカは、胸を張って船長に言った。

「はい、わかりました」

　船長は、笑顔でユカに言った。

「わかってくれたか。本日より、君を正式に移住者用の第三デッキ管理係に任命する」

　次に船長は、タケルをシャトル一号機の機長に任命した。二人に与えられた最初の正式任務は、火星移住者の輸送。

「直ちに、任務に取り掛かりたまえ」

「了解」

オライオンに搭載されている三機のシャトルは、総勢百二十人の移住者を十名づつ四回輸送する。シャトル一号機は、月面基地に向かった。最初に乗ったのは、団長以下移住団の管理官たち。彼らは、志願ではなく宇宙開発局の命令で、二年間の期限付きの移住者だ。団長は、四十歳の女性だった。団長は、ユカに握手を求めて言った。

「団長のケイトです。よろしく」

「はい、よろしくお願いします」

　副団長のベンは、ケイトの夫であり、優秀な工作機械技師でもある。最初の一行は、整然と愛想良く席に着いた。オライオンに到着後も、彼らは案内に従って各自の部屋に落ち着いた。二番目以降は、一般作業員。彼らは、志願して火星に行く。一年以上無期限の火星滞在になる。本人の希望、或いは問題を起こさなければ、地球に戻ることがない。最初の火星人が、彼らから生まれる可能性が高い。団長たちに比べて、年齢層も若く、にぎやかだ。二年後、管理官が火星を離れた後、彼らに自治権が与えられる。若き開拓者たちは、これから立ち向かわなければならない困難など、全く考えてないかのように浮かれている。遠足の行き先について、あれこれ話している子供のようだ。中には、これから発進するというのに、ディスプレイに絵を描いている者もいる。また、その絵を覗き込んで肯く者も。ユカは、発進前の注意をするために、絵を描く青年の肩に触れた。

「もうすぐ、発進よ」

　青年は、手を止めてディスプレイを閉じようとした。ユカは、絵に目を止めた。その絵には、ガラスの天上がある広いグラウンドと建物が描かれていた。

「それ、なんの絵」

「これは、学校だよ。完成予想図だけどね」

「学校って、どこの学校なの」

「どこって、火星小学校。いずれは、中学、高校、大学と増える予定」

　いつの日か、彼らの子孫が防護服なしで、火星の大地を駆け回る時代がくるかもしれない。ユカは、ディスプレイを閉じて、全員の安全装置をオンにした。移住者十名は、頭を除いて全身を席に固定された。それでも、皆しゃべり続けている。操縦室に戻ったユカは、タケルに言った。

「全員元気で、席に着いたわ。オライオンも賑やかになるわね」

　タケルは、ユカの言葉を遮った。シャトル二号機の搭乗検査場で、トラブルが発生していた。検査場の映像には、人の輪が映っていた。タケルは、二号機の機長に呼びかけた。

「何があったのですか」

　二号機の機長は、少し間を置いて答えた。

「ああ、検査係が急病のようだ。今、交代が来る」

　人の輪が二つに分かれた。倒れた係員が運び出されて行く。それと入れ替えに交代の係が来て、騒ぎが治まった。タケルは、映像を切って窓の外を見た。月の地平線上に地球が有った。タケルは、エンジンを始動し、シャトルが浮かび上がった。そこから一気にオライオンに向かう予定だったが、機体を水平に保ち、左側面を地球に向けた。若き開拓者たちは、その光景に息を呑んだ。彼らは、何度も見ているはずなのだが、もう二度と見ることがないかもしれない地球の姿に言葉を失った。一瞬の静寂の後、誰かが溜息をついた。溜息が連鎖していく。ユカは、ディスプレイに映る彼らの姿を見てタケルに言った。

「ずいぶん、落ち込んだわね」

　タケルは、黙って見ていた。何かを待っているようだ。さっき絵を描いていた青年が、動けない体を精一杯伸ばして声を出した。

「機長さん、行こうぜ。後が、つかえている」

　その声に応えるように、タケルはオライオンが待つ軌道に向かった。

　オライオンの船長ドリニクは、副長のバールと観測室から土星を見ていた。深太陽系探査船サターンが、三ヶ月後に土星に向けて出発する。ニールスに起きた事故は、宇宙開発の全面的な見直しのきっかけとなった。歴史上、数々の失敗が新たな飛躍をもたらした。宇宙船が加速を続けるためには、多くの燃料を必要とする。それに加えて、有人探査は膨大なエネルギーを消費する。木星や土星、それより遥かに遠い太陽系の外庭まで行くには、大きな宇宙船が必要となる。

　ドリニクは、ライブラリーからダイダロスの想像図を呼び出した。二十世紀に企てられたダイダロス計画、バーナード星に探査機を送り込むのが目的だった。人類初の核融合パルスエンジン搭載の宇宙船ダイダロスは、反応炉の大きさが最も大きいピラミッドの三倍もある。その上、燃料を良く食う。燃料タンクを含めれば、小山のような巨体になる。ダイダロス計画は、実現しなかった。

オライオンとサターンは、ダイダロス宇宙船の血を受け継いでいる。ダイダロス計画から二世紀、核融合パルスエンジンは、平均的な鉄道列車一両程度の大きさまで小型化された。オライオンは、そのエンジンを四機搭載している。エンジンを小型化しても、燃料は縮小出来ない。全長三百メートル全幅三十メートルのオライオンは、その半分が燃料で占められる。火星への往復で、その大半を消費してしまう。科学実験船ニールスの失敗は、新たな物質搬送機を実現させた。大きな物体を送ることは出来ないが、分子単位なら搬送が七十五パーセントの確率で可能だ。遠く離れた宇宙船に燃料を供給出来る。オライオンの同型宇宙船であるサターンは、燃料の補給を受けながら土星を目指すことになった。更にその後継船シルバーホークは、燃料タンク部分を改良し、木星探査基地を搭載する予定になっている。

副長のバールは、観測室の外を眺めていった。

「船長、いつか宇宙船そのものを遥かに離れた空間に、移動させることが出来るのでしょうか」

　船長は、ダイダロスの映像を消した。そして、未発表のファイルを開いた。それは、まだ船長以上しか知らない新型の宇宙船の画像だった。

「これは、アンドロメダ。推進装置は、クァドライブ。クァドライブは、宇宙船を原子核単位に分解し、マイクロブラックホールを通じて、別の空間に移動させる。そして、再構築する」

　バールは、アンドロメダの画像を掴んだ。

「乗員は、どうなります。アンドロメダは、無人の探査機ですか」

「私も良く解らないが、ほんの一瞬なら大丈夫らしい。問題は、瞬時に再構築の計算が出来るコンピュータが未だ無いことだ。確率は、今のところ四十八パーセントらしい」

　バールの背中に悪寒が走った。空調の故障でも病気でもない。未知の技術に対する本能的な反応だ。バールは、うつろな目で言った。

「四十八パーセント。命をサイコロに託すようなものですね」

「大丈夫、研究が進めば、成功する確率がもっと上がる」

　バールは、遠い星に目を移した。星が招いている。五分五分なら行っても良いか。いっそ一番最初に。バールの目に輝きが戻ったのを見た船長は、バールの背中を軽く叩いた。

「夢は、叶えられる。が、最初の一歩が無ければ、何も始まらない。出発だ」

　船長にそう言われたバールは、全乗員に号令をかけた。

「総員配置に就け」

　その二分後、オライオンは火星を目指して出発した。

　加速を終了したオライオンは、慣性航行に移行した。ユカは、自室から第三デッキの生命維持装置をチェックした。全室異常なし。そこにタケルから、通信が入った。

「出発して、いきなり休養だ」

「ええ、どうして。」

「クリフが、バスケットボールの試合をリアルタイムで見たいから変更してくれって言って来た」

　クリフは、無類のバスケットボール好きで知られていた。

「あら、それで了承したの」

「そう、大事なプレーオフ八試合、それがどれも勤務時間中らしい。だから、どうしてもって。今から四十八時間の休養だ」

「まあ、それも良いじゃない。私、あと六時間で休憩になるから、食事いっしょにしようか」

「そうだね。それじゃ、待っているよ」

ユカは通信を切って、移住者の様子を見に第三デッキに入った。ハッチでは、副団長のベンがユカを待っていた。

「全員異常なし」

　ユカは、それに笑顔で応えた。ベンは、移住者の状態を報告するために待っていたのではない。仕事熱心なベンは、コールドスリープ実験機の組み立てに掛かりたいと言う。ユカは、快諾し工作室にベンを案内した。

　コールドスリープは、緊急避難用のポッドとして開発された。オライオンのような惑星間航行船が故障し航行困難に陥った場合、乗員を仮死状態に保ち、地球軌道へ向けて射出することになっていた。実際に配備されるのは、オライオンが火星から戻った後になる。「実験機」は、文字どおりオライオンで実験をするために持ち込まれた。実験の志願者は、今のところゼロ。船長もあまり乗り気ではない。それで、組み立てずに放置されていた。

　工作室に入ったベンは、装置のユニットが入った箱を念入りに調べていた。どうやら欠品はなく、ユカの目の前で作業を始めた。なんだか、楽しそうだ。ユカは、ベンに言った。

「どうして、誰も相手にしない機械を組み立てる気になったの」

「確かに使用されるかどうか分からない機械だ。それでも、役に立てるために造られた。ほっておくのは、かわいそうだろ」

　ユカは、笑みを浮かべた。

「かわいそう。ね」

ベンは、工具を取り出して言った。

「機械が、かわいそう。というのは、まだ若いあなたには、理解出来ないかな」

　ユカは、工具箱に触れて言った。

「小さい頃、祖父に聞いたことがあるの。日本には、八百万の神様がいるって言うけど、本当なのかって。そうしたら、こう言われた。それは、この世界に存在する全てのものが生きているって意味だよ。だから、ものを大切にしなさいって」

　ベンは、ウインクして言った。

「そう、そのとおり。じゃ、こいつに命を吹き込むとするか」

　ベンは、正確にユニットを組み合わせていく。その手さばきは、見とれるほど優雅で無駄が無い。しかも、マニュアルを見ていない。

「スゴイ」

　そう言うしかない。ユカの言葉に、手を動かしたままベンが答えた。

「慣れたら、誰にでも出来るよ。やってみるかい」

　ユカは、宙に浮くスパナを掴み、

「それって、やれるものならやってみろ。ってこと」

　と言って笑った。ベンも笑った。二人の笑顔は、緊急警報にかき消された。第十デッキ第三貨物室、急患発生。工作室から近い。ユカは、ハッチに向かって漂いながら言った。

「出来上がったら見に来るわね」

　

　急患が発生した貨物室の前では、タケルと副長が小さな窓から中を覗いていた。ユカは、タケルの肩に掴まった。

「ねえ、どうしたの」

「患者は人間じゃない。移住者の誰かが猫を持ち込んだ。その猫が、ぐったりしている」

「猫って、動物の持ち込みは違反でしょ」

　貨物室の扉が開き、ドクターがシャム猫を抱いて出てきた。かなり小さい、仔猫のようだ。

「こりゃ、加速のショックで肋骨が折れている。内臓もかなりのダメージを受けている」

　ドクターの後から、真っ赤な目をしたユカより若い女性が、ザイラーに腕を掴まれて出てきた。副長は、ザイラーに女性を自室に軟禁するように命じた。ユカは、彼女に、

「猫は、私が見ていてあげる」

　そう言って、タケルと共にドクターを追った。

　人間用の手術台では、大きすぎて猫を固定出来ない。ドクターは、タケルを指名した。

「君、手術台で猫が動かないうように抱えてくれ」

手術台に固定されたタケルは、両手で猫を抱いた。センサーの画像には、タケルの内臓に重なって猫の血まみれの内臓が映っていた。手術台のセンサー感度を調整したドクターは、内出血部分を画像から省いた。損傷を受けた内臓だけが浮かび上がった。それと同時に手術台から伸びた細いチューブが、タケルの太股に触れ、彼の静脈を捜し始めた。
「おっと、そこじゃない」

　ドクターは、そう言ってチューブの動きを止めた。

「しょうがないな。古典的な方法でやるか」

緊急医療用バッグから注射器を取り出したドクターは、治療用ナノプローブを猫に注射した。ユカは、患部に移動する多数のプローブを見ながら言った。

「間に合いますか」

　ドクターは、二本目の注射を用意しながら言った。

「それは、何とも言えない。なにしろ人間用だからな。猫の体が拒否反応をしなければ良いのだが」

　猫を抱いているタケルが言った。

「熱い。体温が上昇している」

　猫の体がプローブに抵抗しているための発熱だ。プローブが次々と動きを止めて行く。

「だめだ。プローブが動かない」

　ドクターと助手は、大きさが枕くらいの手術装置を取り出して手術台に向かった。この装置は、高度に発達した内視鏡を使い、開腹せずに殆どの手術が出来る。細いロボットアームを使用するのだが、人間に合わせてあるために猫に使用するには大きすぎた。
「ダメだ。装置が大きすぎる。開腹するしかない。」

ドクターは、装置を外してレーザメスを持った。タケルは、困惑した表情で言った。

「あの、まさかこのまま切るつもり・・・」

　ドクターは、タケルを横目で見て言った。

「他に方法があるか」

　タケルは、黙って首を振った。

「動くなよ。君の手まで切りたくないからな」

　そう言われたタケルは、唾液を飲み込んだ。タンパク質が焼ける臭いがする。タケルは、顔をそむけた。力むタケルにドクターが言った。

「まだ、毛を剃っただけだ。そう、力むな。猫が動く」

小さな猫の体に苦心するドクターの格闘は、二時間に及んだ。それでも、まだ終わらない。タケルは、猫の心拍が衰えていくのを感じていた。タケルは、ユカに言った。

「まずいよ。心臓が止まりそうだ」

　ユカは、タケルの肩に触れた。

「呼んでくる」

　そう言って、ユカは軟禁されている女性の部屋を訪ねた。ドアは、ザイラーのコードでロックされていた。ザイラーか上級乗員以外は、会話も出来ないように設定されていた。ユカは、ザイラーに連絡を入れて、解除するように求めた。ザイラーは、副長の許可が必要だとユカの要求を却下した。ユカは、もう一度言った。

「許可が必要なら、副長に連絡して」

「副長は、今睡眠中だ。副長を起こせるのは、船長と緊急警報だけだ」

　ユカは、ザイラーとの通信を切った。そこへ、ベンが通りかかった。

「どうした。ずいぶん深刻な顔だね」

　ユカは、猫が死にかけていることをベンに話した。ベンは、女性のドアに自分のコードを入力した。

「副団長コードなら、ロックを解除できなくても、会話なら可能だ」

　ドアから女性の声が聞こえた。

「はい、なんですか。」

　猫のことを話そうとして口を開いたユカをベンが制して、中の女性に呼びかけた。

「ソナ、副団長のベンだ。規則を破ったらしいね」

「はい、すみません。私の猫、大丈夫ですか」

「そのことだ。事態は深刻だ。ここに乗員のユカさんがいる。瀕死の猫に君を会わせようと来てくれた。しかし、君を出せないそうだ」

　ユカにタケルから連絡が入った。人工臓器を移植しないと助からない。ところが、船には人間用しかなく、猫用を作るのには二十四時間かかる。それまで、猫がもたない。ソナの泣き声が聞こえる。ユカとベンは、ソナにかける言葉を探った。ベンは、ドアを軽く叩いて言った。

「ソナ、猫を救うために、みんな頑張ってくれた」

　ドア越しにソナが肯いているのが判る。ドアに触れているベンの手を見て、ユカが何かを思いついたように言った。

「ねえ、ベン。工作室で待機して。私、医療室に行ってくる」

　ソナが涙声で言った。

「副団長、ここに居て」

　答えようとするベンを、今度はユカが制してソナに言った。

「猫、えっと。名前は」

「マーよ」

「そう、マーを助けるためよ。さあ、ベン、工作室へ」

　ベンは、意味が分からないまま工作室に向かった。医療室に戻ったユカは、治療を諦めて縫合を終えたドクターに言った。

「マー。この猫、コールドスリープに入れたら、今の状態を保てますか」

　ドクターは、目を剥いて答えた。

「なんだ。何をするんだ」

「臓器が出来るまで、コールドスリープで代謝を押さえるのよ」

「そりゃ、可能だが、問題がある」

　コールドスリープ装置は、緊急避難用に造られているために、中に居る人間を代謝抑制バブルで包む。これは、ウレタンに似た構造で、人間はスポンジに包まれて眠る。しかし、仔猫を包むほどの量がない。ユカは、工作室にいるベンにバブルを仔猫用に改良出来るか尋ねた。ベンは、バブルを減らすことは出来ても増やせないと言う。ユカは、唇を噛んだ。そして、言った。

「わかった。私がマーを抱いて入るわ」

　タケルは、言った。

「それは、だめだ」

　ユカは、手術台の固定装置を切った。ドクターは、責任を持てないという。それでも、ユカは猫を運ぼうとして手を伸ばした。タケルは、言った。

「あまり、ゆすらないほうが良い。僕がこのまま持って行く」

　工作室には、長楕円形の巨大な繭が台座に固定されていた。一方の先端が開いている。コールドスリープ装置の入り口だ。ドクター、ベン、そして猫を抱いたタケルに見守られて、ユカが装置の中に入った。タケルは、ゆっくりと腕を伸ばして猫を渡そうとした。その時、ザイラーが工作室に入って来た。

「待てよ。勝手にやって良いのか。本来の任務を放棄するのは、重大な規則違反だ」

　ユカは、ザイラーを睨みつけて答えた。

「別に放棄する気はないわ」

「そうかい。まる二十四時間眠るわけだろ」

　タケルは、片手で猫を抱きながら、ユカの腕を掴んだ。そして、ユカを装置から引き出した。

「何をするの」

　タケルは、ユカを突き放してザイラーに言った。

「僕は、休養中だ。自由時間は、あと四十時間ある」

　ザイラーは、両手を広げて答えた。

「お好きに、どうぞ」

タケルは、猫と装置の中に入った。

「だめよ。そんなこと、あなたに・・・」

　タケルは、ユカの言葉を遮ってベンに言った。

「副団長、あなたの腕を信じます」

　ユカが止めに入ろうとしたのだが、タケルが中から蓋を閉めた。数秒後、内部が淡い水色の光に充ちた。起動した装置のコンピュータが音声でメニューを伝えた。

「内部照明レベル変更、温度調節、外壁透過・・・」

タケルは、声で装置に入力した。

「透過」

装置の内装が透けて、外が見える。しかし、外から内部は見えない。タケルは、音声で装置を稼動させた。白い繭が赤く染まった。不安になったユカは、タケルの顔が有りそうな場所に抱きついた。ユカの胸がタケルの目の前に迫った。装置に近づき過ぎたユカの制服が半透明になり、ユカが呼吸をする度に淡いピンクの肌が見え隠れしている。

「ねえ、大丈夫。どんな感じ」

　タケルは、胸の膨らみを見て答えた。

「ああ、なかなか良いかもしれない」

「え、かもしれないって、どういうこと」

「そうか、外から見えないんだ」

　内部は、甘い香りに包まれていた。コールドスリープに入る前の麻酔が、タケルに眠りを誘っている。タケルは、欠伸をしながら言った。

「良い臭いだ。猫は、落ち着いている。少し眠い」

「あなたは、どう。気分悪くないの」

「そうだな。とっても良い感じだ」

　ベンは、装置の側面にある操作盤に触れた。それと同時に装置内部のデータが、工作室の壁に浮かんだ。ユカは、それに気が付いていない。ベンは、内部の様子と装置に張り付くユカを見比べた。ベンは、にやりと笑って言った。

「ユカ、すまない。透過装置の調整が出来ていない」

「えっ、どういうこと」

　ベンは、ユカと目を会わせないように壁を見つめて言った。

「そう、そうだな。タケルは、外が見えるように透過モードにしている。あまり装置に近づき過ぎるとだな。服が透過される。つまり、タケルの顔は君の胸に近いところにある」

　事態に気が付いたユカは、装置から離れた。そして、タケルの顔がありそうな場所を平手で打った。

「アホっ。心配しているのに」

　タケルは、何も答えない。タケルの体は、制御バブルに包まれていた。話そうにも口が動かない。体に悪寒が走った。時間にすれば、一秒も無かった。ベンは、タケルがコールドスリープに入ったことをユカに伝えた。

「もう、何も感じないだろう。タケルの言い訳は、彼が目覚めてからだな」

　ユカは、ひとつ溜息をついた。誰かがユカの肩に触れた。団長のケイトが、ユカの肩を抱いていた。後ろには、船長と副長が並んでいた。船長は、ゆっくりベンに近づいた。

「副団長。良く出来た装置のようだな。それに実験の志願者がいなくて、実は困っていた。タケルが目覚めたら、彼と一緒に報告書を作ってもらえるかな」

　ベンは、直立の姿勢を取って言った。

「はい、全力を尽くします」

　船長は、ベンの肩に軽く触れた。

「それと、内部から見た透過映像は、記録から削除しておくように」

　そして、ユカを見て言った。

「これで、良いか」

「はい」

　ベンから離れた船長は、

「ユカは、しばらくベンの助手をしろ。ちゃんと、タケルを起こしてくれよ。優秀なパイロットが眠ったままでは、重大な損失だ」

　と言って略式の敬礼をベンに送り工作室を出て行った。副長は、残ってケイトに言った。

「これから、ソナから事情を聞く。団長に同席してもらいたい」

　ケイトは、小さく何度も肯き、副長の後に付いて工作室から出て行った。
「さて、やるか」

　ベンは、工作室の保管庫から金属製のパイプや小型の発振機を取り出した。それを工作機に入れた。工作機のキーパッドになにやら入力して、ユカにしばらく待つように手で合図を送った。数分後、出来たのは宇宙軍仕様のビームガンだった。ベンは、それをユカに渡した。

「さあ、訓練だ」

　何がなにやら分らないユカは、

「えっ、どういうことですか」

「船長が簡単な敬礼をしていただろう。あれは、君を鍛えろという合図だ。実は、船長は士官学校（アカデミー）時代の私の先輩だ。卒業後もよく一緒に働いた。」

「ええっ、ベンは宇宙軍士官だったのですか」

「ああ、そうだよ。今は、アカデミーの教官もしている。私の任務には、火星の治安維持も含まれている。それはともかく、射撃の訓練だ。プログラム・ティマト・レベル１起動」
　ベンの音声に反応した工作室の壁に雲が沸き立つ空と荒れた海の映像が現れた。雲は渦を巻き、海面を吸い上げていく。やがて雲と海が一体となり、黒い物体が形をなしていく。雲は黒く伸びた翼になり、海は長い尾を持つ巨大な海竜に姿を変えた。翼を持った海竜は、大きく口を開いた。

「撃て」

　ベンの声にユカは、ビームガンを発射した。赤い閃光が海竜に命中し、黒い煙となって消えた。画像は、青い空に白い雲、緑の草原に変化した。動くものは、何もない。

「良く見ろ」

「はい」
　と、答えたユカだが、これといって標的になるような物がない。じっと見ていたユカは、遠くにある雲が少し変形したような気がした。その雲を凝視したユカは、草原に出来るその雲の影に目を移した。そして、ビームガンを雲に向けた。雲の影は、ゆったりした動きで姿を変えていく。雲自体は、あまり動いていない。突然、猛禽類が雲から飛び出した。頭が白い大きな鷲は、風に乗って迫ってくる。ビームガンを鷲に向けたユカは、狙いをつけようとしたが、それは囮だった。ユカは、あえなく画面中央から上半身だけを出した兵士に撃たれた。

「こんなのズルイわ」

　ベンは、プログラムを止めた。

「まあ、これは入学式みたいなものだ」

　プログラムは、単純な的がいくつも並んだ画像を出した。それが、次々と消えたり現れたりする。

「あの的を十分間打ち続ける。スタート。撃て、ユカ」

　たった十分の訓練。最初は、たいして難しいと思わなかった。しかし、浮かんでは消える的を打ち続けるのは、かなり忍耐を要する。これが地上なら、ガンの重量で腕が震えているだろう。目も疲れてくる。

「ようし、止め」

　ベンの声にほっとしたユカは、指の力を少し抜いた。

「どうだ。疲れたか。たった三分間、続けただけだ」

「ええ、そんな。もっと長く感じました」

　もう一度、指を一本立てたベンが、次の訓練プログラムを立ち上げた。今度は、的が移動しながら点滅を繰り返す。

「いいか、連射しても良いが、出来るだけ発射数を少なくしろ。的の動きを読むんだ」

「はい」

　それから約一時間、訓練が続いた。地上ならガンの重みで腕が上がらないようになっているだろう。重量を感じなくても、的に集中することで体力をかなり消耗していた。ユカの額には、ガラスに落ちた水滴のように幕を作っていた。ベンは、吸水機をユカに渡した。
「よし、今日はこのくらいにしておく。この次は、ビームガンではない実弾銃を使う」

　額の汗を吸いながら、訓練プログラムの最初のシーンを思い出した。

「質問しても良いですか」

「ああ、何かね」

「あの最初に出てきた雲と竜は、何を意味しているのでしょうか」

「あれか。あれは、なんというか。そうだな。伝統のようなものだ。私も疑問に思ったことがある。だが、誰もその意味を知らない。プログラム名のティアマトは、天と地の基となった古代バビロニアの女神のことなのか。ギリシャ神話、ポセイドンの命でエチオピアを襲った怪物のことなのかも分らない」

　バビロニアの女神は知らなかったが、ユカは怪物のことなら知っていた。

「ポセイドンの怪物なら知っています。自分の娘を自慢し過ぎて、神の怒りをかった物語ですよね。」

「そうだ。親バカは、えらいめに会う。そういう戒めだな」

　ケイトは、副長と並んで通路を移動していた。ソナの性格は、これといって問題がなかった。訓練態度も真面目で、規則を破ることなどなかった。だから、注意していなかった。猫を飼っていたことも知らなかった。団長として失格だ。ケイトは、あれこれとソナが猫を持ち込んだ理由を考えていた。しかし、いったい何時から飼っていたのか。最初の訓練場所、スペースコロニー・ペルセウスに入るときに、荷物は厳重に検査された。そこから、月に行く時も同様だ。更にシャトル搭乗前にも検査が行われた。ソナは、どうやって検査をパスしたのだろう。また、どうして規則を犯してまで持ち込んだのだろうか。ケイトは、彼女の行動を思いだそうとした。ソナは、一人でいることが多かった。特に仲が良い者も、また悪い者もいなかった。淋しかったのだろうか。

　外部との接触を絶たれたソナは、唯一許された虚像の窓から星を眺めていた。副長とケイトが入っても、振り向かずにじっと星を見つめていた。ケイトは、ソナに掛ける言葉を捜した。「淋しかったのね。」それが良い。ソナに悪意は、ないはずだ。ケイトは、そっとソナに手を伸ばした。その手は、副長の言葉に遮断された。副長は、静かだが厳しい口調で言った。

「ソナ、君は何者だ。ここに何をしに来た」

　ソナの肩が震えていた。ケイトは、副長を睨んだ。

「何も、そんな言い方をしなくても良いでしょう。まず、話を聞くことが大事でしょう。」

　副長は、ソナから視線を外さずに言った。

「これは、尋問だ。人生相談じゃない」

　ソナは、ゆっくり振り向いた。

「ごめんなさい。基地で猫を飼っている人がいて、時々猫と遊んでいました。マーが一番なついていました。それで、離れたくなくて」

　ケイトは、ソナの肩に触れて言った。

「そう、気持ちは理解できるけど、規則違反だと知っていたのでしょう」

　ソナは、意識的に副長を見ないようにケイトの陰に顔を入れた。副長は、位置を変えてソナの顔を見た。こっちを見ない。副長は、窓を背にして言った。

「そんなことは、聞いていない。私の質問に答えろ」

　厳しい副長にケイトが言った。

「それでは、犯罪者扱いね」

　副長は、即座に答えた。

「あたりまえだ」

　口調は、激しくないが副長の目が鋭く光った。ケイトと副長は、事前会議で会っているのだが、印象がまるで違っている。その時は、控えめで静かな印象だった。それが、獲物を追うハンターのような目をしている。

「副長、なぜそこまでするのか、私には理解できないわ」

　ケイトの問いかけに、

「あなたに理解して欲しくて、こうしているのではない。が、そのことは、どうでも良い。私の使命は、この船と乗員を守ることだ。検疫なしに動物を宇宙船に乗せることが、どれほど危険なことか」
　この船には、最新鋭の医療室がある。だが、それは乗員が健康な状態で乗船しているのを前提に設計されている。もし、大勢の乗員が一度に感染するようなことがあれば、対応することが出来ない。

「何か起こっても、この船から逃げることは誰にもできないのだ。現在、全船を検査している。今のところ害となる微生物やウイルスはないが、もし検査に漏れた有害物質があれば、この計画自体がご破算になる可能性もある。それが目的かもしれないがな」

　副長の考えすぎとも思うが、確かに妨害がないとも言い切れない。火星への移住は、非可逆性の遠征だ。ケイトのような期間限定ならともかく、無期限移住者が地球に戻って暮らすことは不可能だろう。低重力に長い期間居ることは、人間を変えてしまう。骨は弱くなり、筋力も落ちる。それを防ぐためは、宇宙飛行士が行うような訓練を毎日やらなくてはならない。火星移住者の第一世代は、それも可能なのだが、二世代目以降は生まれたばかりの新生児から、筋力トレーニングをしなければ、故郷の地球に戻ることも出来ない。それが非人道的な行為として、多くの反対意見がある。ケイトもそれには、一つの意見として受け入れることが出来る。もう一つ、政治的に火星の完全なる自治は、資源の独占に繋がるとして、強硬な反対がある。火星移住者には、たいした力がない。しかし、彼らの後ろ盾として存在するS.D.O（宇宙開発組織The space development organization）が独自の資源供給源を持つことに問題がある。政治的反対論の中核は、S.D.Oが宇宙軍を持っていることにあるとしている。ケイトの目の前にいるオライオンの副長も、有事の際は連合宇宙軍中佐なのだ。それは、武装した独立国が火星に成立することを意味している。S.D.O条約加盟国の中には、火星移住者の保護に宇宙軍が介入することが、条約違反になると訴える政府もある。それが利害のかけ引きの中で、妨害工作を仕掛けてくることも無いとは言い切れない。
「副長、あなたの心配は良く分りました。S.D.Oにとって、火星を手に入れる絶好のチャンスを逃せない。そうでしょう。そんなことに協力など出来ないわ」
　ケイトの言葉に副長は、しばらく黙っていた。ソナは、副長とケイトの間に流れる険悪な空気に怯えている。副長は、怯えるソナに背を向けてドアを開けた。ケイトは、ドアから覗く船内の様子を見つめた。個室に比べ、防音措置を施していない通路は、動力の振動音に混じって遠くで作業をする乗員の声が聞こえる。
「ケイト、この船で働いているクルーは、皆自分の使命を心得ている。我々が考えていることは、無事に火星移住者を送り届けることだけだ。どんな障害があろうと必ず使命を果たす」

　いつの時代にも前に進もうとするものは、無形有形の障害を乗り越える必要に迫られる。ケイトは、この任務に乗り気ではなかった。もちろん、魅力的な仕事であり、人類の進歩に欠かせない計画なのは、十分理解しているが、地球と火星では環境が違い過ぎる。無期限の移住者に自治権を与えるというのは、彼らを砂漠に置き去りにするようなものだ。地球なら運が良ければ、オアシスに辿りつける。しかし、火星にオアシスなどない。限られた施設内を除けば、人間が呼吸出来る大気すら存在しない。そんな環境で生きて行けるようにするのがケイトの仕事である。それを進化の後押しだという者がいる。人類が新たな段階に上がるための偉大な事業と。

三十六億年前、地球の熱水噴出海峰付近に発生した生物は、変化する地球環境に対応し、進化を繰り返して、海中から陸に上がり、翼を持つ鳥は空に舞い上がった。そして、地球生物史上最大の事件、高度な知能を持つ人類が誕生した。旺盛な繁殖力と環境を作りかえる術を持つ人類は、宇宙へその生活範囲を広げた。だが、それが進化と呼べるのだろうか。

進化とは、より高いステージを目標に行われるものではない。地球上の生物は、過去に何度も絶滅の危機を迎えた。最大で地上生物の９５パーセントが死滅した。それでも生き残った生物は、激変した環境に適応したのではない。偶然に適応力を持つ生命が生き残ったのだ。人類も高い知能を持つために進化したのではない。極まれに起こる遺伝子の突然変異が、人類を高めたに過ぎない。宇宙に出るために進化したのではない。移住者の若者たちは、火星に適応した肉体を持たない。小さな生存環境を持ち込むことで、やっと生きていけるのだ。それは、幼子を崖から落とすようなものかもしれない。

そんなケイトの思いを振り払ったのは、他でもない若き開拓者たちだった。彼らは、人類史上初めて地球以外の惑星に住み、新たな社会を作ることを誇りにしていた。その開拓者たちの中にこの計画を邪魔する者がいることなど信じられない。そして、彼らを守るために働いているオライオンのクルー。どちらも同じ思いなのだとケイトは悟った。
「副長、先の発言は取り消します。私は、移住者のことしか考えていませんでした。あなた達、オライオンの乗員も同じ開拓者なのを忘れていました」

「謝罪と受け取って良いのかな」

「ええ、そのとおりよ」

「では、捜査に協力してくれますね」

　

　タケルは、雪の中で目を覚ました。手足の感触がない。真っ白で、何も見えない。雷鳴が轟き、脳の中に稲妻が何度も走った。やめろ。頭が痛い。喉に何か詰まっている。自分の舌だ。口に金属のスプーンが差し込まれた。続いて暖かい水が、少し塩味の水が流し込まれた。何かが頬に触れた。風だ。照明、壁、ハッチ、データ。オライオンの工作室が、ぼんやりと見えた。そう、猫。猫は、どうした。手の中にいる。

「起きて」

　ユカの声だ。頭の上から聞こえる。タケルは、猫を声がする方に差し出した。受け取ったのは、ドクターだった。代わってユカが、タケルの手を掴んだ。

「せーの」

　タケルは、ユカに引き出された。タケルの視力は、まだ完全に戻っていない。「私が重力運動室に連れて行ってあげる。」

「運動室に行くって、何をするんだよ」

「ドクターの指示よ。それじゃ、行くわよ」

ユカは、タケルの手を引いてドーナツ型重力運動室に向かった。ドーナツ型重力運動室は、半径十三メートル、高さが四メートルのドラム缶だと思えば良い。オライオンの中央通路を船室最後部に到達したユカとタケルは、円形のハッチを開いた。そこは、エアロックになっている。運動室周囲に空気は無い。つまり、真空の中に浮かんでいる。空気抵抗による減速を防ぐためだ。エアロックの運動室に向いた側は、ドアではなくアイリスになっている。アイリスの向こうは、運動室のハブ（中心）エアロックのアイリスがある。中央通路とハブとの行き来は、双方のアイリスが開くことによって可能になる。アイリス間の隙間は、二ミリしかないために人間が移動する間に窒息するようなことはない。中央通路側のアイリスと重力室のアイリスは、同時に開くようになっている。まだ上手く体が動かないタケルに抱きついたユカは、エアロック内のアイリス開放ボタンを押した。そして、タケルを抱えた状態で通路側の壁を蹴り、回転する運動室のハブ内に入った。円筒形のハブ内部壁は、運動室の外遠部にある床面より加わる重力は弱いが、ユカとタケルの体は、内壁に押し付けられた。

「アイリス閉鎖」

ユカの音声に反応したアイリス制御装置が、双方のアイリスを瞬時に閉じた。今通過したアイリスの反対側には、同じようなアイリスがある。運動室は、二つあり、ユカたちが入った運動室と回転方向が逆になっている。二つの運動室を二重反転にすることによって、船のバランスをとっている。ただし、加速中（減速中）は、回転を止め、運動室の周囲を発砲性の緩衝材で覆い、船殻に固定される。船が慣性航行になると再び回転を開始する。前回、ユカが負傷したパイロットを運んだときは、慣性航行になったばかりで、まだ回転が遅かった。運動室の床面は、時速約１１ｋｍで回転していた。重力は、地球上の３０パーセントくらい。意識が無いパイロットを担いで降りることも出来たのだが、今の回転速度は時速４０ｋｍ、床面では地球上で感じる重量と同等になる。ユカより重いタケルを担いで降りられないかもしれない。ハブから床に出るためのスライドドアを開けたユカは、湾曲した床面を見つめた。

「どうしよう。タケルを抱えて降りられるかな」
心配するユカの横から手を伸ばしたタケルは、壁面に固定されているラダー（はしご）を掴んだ。

「大丈夫だよ。いきなり１Ｇがかかるわけじゃない。自力で降りるよ」

　腹這いでドアから身を乗り出したタケルは、腕を伸ばしてラダーの二段目を掴んだ。地上ならラダーを降りることになるのだが、重力を感じない環境に長く居る者には、登るような感覚に陥る。

「あ、頭から行ったら危ないわ」

床面とハブとの中間に達したタケルは、動く度に床が近づいて来るように見えた。実際は、タケルが床に向かって落下している。自分の体が落下しているのに気付いたタケルは、足がラダーから離れるのを感じた。鉄棒の大回転をスローモーションで見るような動きで、タケルの体がラダーから離れた。

「あ、危ない」

上からタケルの動きを見ていたユカは、思わずドアから身を乗り出した。ほんの一瞬、ユカの体が空中で停止した。タケルに手を伸したユカの体は、序々に加速していく。タケルは、半回転して足をラダーに乗せた。その目の前をユカが通り過ぎて行く。タケルが落下するユカの足首を掴んだ。低重力であってもコールドスリープから目覚めたばかりのタケルには、かなり重く感じられる。

「ユカ、助けに来てくれたのだと思うけど、持っていられない」

「ごめん、今ラダーを掴んで姿勢を変えるから」

ユカがラダーを掴もうとしたとき、タケルのラダーを握っているほうの指から力が抜けた。宙に浮いたのを感じたユカは、自分の足元にあるタケルの顔を見た。そして、高速エレベーターが降りていくときに感じるような感覚を覚えた。このままでは、高さ5ｍから床に落ちてしまう。軽症で済んでも骨折は、免れないと思ったユカは目を閉じた。

「ユカ、僕の足を掴め」

　そう言われる間もなく、ユカは恐怖でタケルの足にしがみついた。落ちて行く。確実に落下している。落下しながらタケルは、ユカの足首を片手で抱え、まだしびれている右手でラダーを掴んだ。二人の落下は、それで止まったのだが、完全に回復していないタケルの腕から力が抜けていくのを感じる。

「だめ、放さないで、落ちる」

「ユカ、目を開け」
「えっ」

「床を見てみろ」

　ユカの目の前に湾曲した床面があった。

「いいかい、放すよ」

「ええ、いいわ」

　ユカは、前転をしながら無事に着地した。タケルのほうは、床に着くなり座り込んだ。さっきまで泣きそうだったユカは、にっこり笑って彼の手を握った。
「立って。ドクターが、起きたらすぐに走らせてみろって」

　よろよろと立ち上がったタケルは、一歩二歩と足を出した。まるで急な坂を登るようだ。ユカもタケルと同じように歩いた。遅いタケルを追い抜いて、振り返った。苦しそうなタケルにユカが言った。

「さあ、がんばって、あんよが上手」

「なんだよ。赤ん坊じゃないんだ」

　タケルは、全力で足を動かしたが、思うように体が動かない。息が切れる。二分、三分、苦しい。

「もう少し、楽になるわ」

　ふっと体が楽になった。タケルは、拳を握った。よし、足が軽い。加速したタケルは、ユカの手を握った。そして、ユカの手を引いて走った。段々タケルの足が速くなって行った。最初、笑ってタケルと走っていたユカは、ハイペースのランニングに息が切れてきた。

「だめ、もうだめ。ちょっと、もう良いわよ。ドクターは、走れるかどうか試して欲しいって。もう・・じゅうぶん・・」

　ユカは、手を放して座った。汗が顎から胸に落ちていく。タケルは、壁の一部を開いて、冷たい水が入ったボトルを二つ取り出した。そして、ユカの傍に座った。ユカは、ボトルを受け取って喉に流し込んだ。

「あ、ダメだよ。最初から、そんなに飲んだら」

　タケルの忠告は、遅かった。ユカは、むせ返って水を吐き出した。タケルは、ユカの背中を軽く叩いて言った。

「まだ、呼吸が整っていないうちに一気に飲むとそうなる。最初は、少し口に含むくらいで良い。そうしたら、喉が開いて飲みやすくなる」

　ユカは、息を整えてもう一度水を飲んだ。今度は、大丈夫だ。一息ついたユカは、タケルにもたれて言った。

「タケルなら、野生動物保護地区のド真ん中に、不時着しても大丈夫ね」

　タケルは、頭上を見つめて言った。

「環境ホログラム、月夜の湖。月は、下弦が良いな。夏の終わり」
　重力室が暗くなり、二人は青い光に包まれた。鏡のような水面が、月の明かりを映している。
「ああ、このまま眠りそう。タケルが眠っている間、ベンから訓練を受けていたのよ。」

「そうか。ベンは、元宇宙軍士官だったな」

「そうよ。最初は、射撃訓練。ティアマトってやつ」

「うん、それならやったことがある。退屈だけど、あれは集中力の持続を訓練するのに良い」

「それは、理解出来るけど、あの最初に出てくる怪物が、どうも気になるの。ベンは、伝統だって言うだけで、どうして怪物が出てくるのか教えてくれない」

　タケルは、黙って月を見つめている。その横顔は、言いたくても言えない、そんなふうに見える。

「何か、知っているのね」

「そうだな。これは、仮説、いやウワサ程度のことだけどね。四億数千年前、地球の生物を絶滅寸前に追いやった原因。五千光年も離れた超新星爆発で、ガンマ線が地球に降り注いだ。と、いう説がある。その超新星爆発の位置も確認された。だけど、本当にそこからガンマ線が来たのかどうか疑問なんだ。そんなに離れたところから、絶滅させるほどのガンマ線が届くのかどうか。もちろん、地球以外の惑星にも降り注いだ。２０８０年に完成した第二月面基地を建設中に地下から見つかった岩石の傷跡が、怪物のように見えた。それがガンマ線によるものだった。っていうウワサ」
「は、話がよく見えないわ」

「簡単に言えば、太古の大量絶滅は、意識的な攻撃だったかもしれない。そういうこと。元々、宇宙軍が作られたのは、各国共同の宇宙施設を守るためだけど、宇宙軍規則の出動理由と認められる項目に、太陽系・地球外からの攻撃に対する防御がある。」

「そんな可能性は、殆どないでしょう。だって、遥か彼方から地球にやっくるほどの文明を持つ生命体なら、地球を侵略するような必要がないでしょう」
「確かにそうかもしれない。だけど、人類や地球の生命体を生命体として認識しないような存在がいるとしたら」

　ユカは、背筋が寒くなるのを覚えた。子供の頃に見たエセ科学本。内容は、幽霊の存在が未知の生命体であることを突き止めたというものだった。
「ターンドロウスのエネルギー生命。子供の頃に読んだわ」

「そうか。僕も読んだよ。子供向けのホラーみたいな読み物だったね。」

「ええ、でも、少し大きくなって、あれが全く嘘だったって分る。それで、忘れていたわ」

「射撃訓練用のティアマトは、本当のところ誰もその意味を知らないのだろう」

「ねえ、せっかくだから、あの湖に船で乗り出さない」
「良いよ。環境ホログラム、二人を湖の中央に。船は、ニースのゴンドラが良いな」

　ほんの少し画像が揺らいだ。二人は重力室に座っているだけだが、周囲の立体映像が変化した。鏡のような水面に辺りの木々の影が映っている。体を伸ばしたユカは、タケルの膝に頭を乗せた。

「ちょっと疲れたわ。こうしていても良い？」

「ああ、良いよ」

　無いはずの匂いを感じる。水や森の香りがするような気がする。体から力が抜けていく。思えば、ニールスの事故以来、ゆっくりタケルと話していない。
「タケル」

「なんだい」

　月光の影に映るタケルを見上げたユカは、彼の胸にあるパイロットの徽章を指差した。

「タケルは、どうして宇宙に出ようと思ったの」

　ユカの青い目が、月明かりに輝く。

「単純な理由だよ。父は、警察用ホバージェットの操縦士だった。時々、それに乗せてくれた。遊び半分で操縦を習っていた。それで、ハイスクールに入る頃には、もう操縦を会得していた。時々、パトロール任務に同乗して操縦していた。それが署長にバレて、父は懲戒処分になるかと思ったら、その署長がエラく気に入ってくれて、いっそ宇宙機のパイロットを目指せば良いってね。それでハイスクールを卒業するときに署長が、訓練校に推薦してくれた」
「そうなの。でも、警察署に子供が簡単に入れるの。」
「いや、普通なら入れない。話が長くなるけど、母も警察で働いていた。鑑識課だったけれど、勤務時間が不規則だから、母に会えるように特別に認めてもらっていた。父が非番のときに僕を連れて警察署に行っていた。そのうち、僕が八歳くらいのときから、一人で行くようになった。それで、いつのまにか警察署に僕が居るのが当然のような雰囲気になっていた。でも、警察官には成りたくなかった。たまに鑑識で、おぞましい画像を見て、こんな仕事やだってね」
「そう。両親が忙しかったのね。私もそうよ」

「ユカのご両親は、何をしてたんだい」

　ユカは、答えるのをためらった。

「あのね。ここだけの話にしてね」

「うん、良いよ。誰にも言わない」

「母は、タイタニクス社で仕事している。父はバイオン社」

「そう、それは良いね。タイタニクス、航空宇宙機の製造か。バイオンは、その親会社だね。なるほど、ユカが宇宙船に乗った理由がそれなんだね。何も隠すことは、ないだろう。で、設計かな。製造かな。ご両親は」

　ユカは首を振った。「違う。経営している」と、言いたいのだが、それを言えば身を引く男が多い。あるいは、別の目的で接近して来る。でも、タケルならそうならないような気がする。が、
「良く知らない。しょっちゅう自宅にお客さんが来ていた。その度に私は、祖父と祖母の家に行っていたわ」

　そう言ったユカは、タケルから目をそらした。嘘ではないのだが、事実を隠していることに変わりない。タケルの手がユカの頬に触れた。

「そうなんだ。きっとユカの祖父母は、良い人だったと思うけど、両親と過したいよね。小さい時は」

　ユカは、黙って頷いた。たいてい両親のことを話せば、どんな家だとか自家用ジェットは有るのかと聞かれる。
「ちょっと眠るわ。一時間ほど」

「良いよ。訓練で疲れているのだろう。時間になったら起こしてあげる」
　だが、睡魔は警報音にかき消された。

「総員、指示があるまで現在位置を動くな」

　飛び起きた二人は、ホログラムを消して指示を待った。数分間、何の指示もなかった。
「何があったのかしら。」

「うん、緊急事態なら持ち場に着くように指示されるはずだ。待つしかないな」

　ユカの個人用コミュニケーターが鳴った。

「はい、ユカです」

　呼び出したのは、操舵長だった。

「ユカ、医療室に向かえ」

「了解」

　次にタケルにも指示が来た。副長からだ。

「第二会議室に行き、保安部長の指示に従え」

「了解。直ちに向かいます」

　タケルとユカは、急いでそれぞれ指示された場所に向かった。第二会議室では、保安部長が待っていた。保安部長のデルコは。船内で最も体格が良い。腰には、銃を携帯している。会議室の壁には、大きな袋が留めてあった。他に証拠品として、クリフが飲んでいたらしいウイスキーのボトルと水のチューブが、それぞれ別の袋に入れてあった。水のチューブは、空になっている。
「タケル、クリフが死んだ」

　そう言って、袋を少し開いた。中には、タケルと休暇を交換したクリフの遺体があった。

「そんな、馬鹿な。信じられない」

　部長は、袋を閉じた。

「死因は、低酸素欠乏症、つまり窒息と思われる」

「どういうことですか」

「どういうわけか、クリフの顔に水が大量に張り付いた。無重力で顔に水を浴びたらどうなるか知っているよな」

「はい、手で払っても簡単に取れません」

「そうだ。吸引するしかない」

　まだクリフの死を受け入れらないタケルは、会議室に浮いている小さな水玉を見つめた。そんなヘマをやらかすような男ではない。それにしても、どうして自分が呼ばれたのか。

「部長、自分が呼ばれたのは何故でしょうか」

「うむ。知ってのとおり、保安部は通常任務ではない。必要のないときは、他の任務を兼任している。今、ソナのことで手が足りない。クリフが会議室のホログラムプロジェクターでバスケットを見ていた時間、君には完全なアリバイがある」
「はい、ずっとコールドスリープ実験機の中にいました。しかし、アリバイとは、これが事件だと」

「クリフが自分で水を浴びたと思うか」

「いえ、それは考えにくいと思います」

「事件なのか事故なのか。それは、まだ分らない。が、船には監察医がいないし、犯罪捜査員もいない。私自身、犯罪捜査の経験が少々あるが、船内の私物を盗んだ窃盗犯を捕まえたくらいだ。船長の話では、私よりタケルのほうが知識があるらしい」

「知識といっても子供の頃に・・・」

　聞く耳を持たないといったふうで、部長はタケルの言葉を遮った。

「では、検死と現場検証を始める」
「死因は窒息じゃないのですか」

「それは、目撃された直後の印象に過ぎない」

　部長は、タケルに携帯用センサーを渡した。
「これで、クリフの頭から足の先まで丹念に調べるんだ。袋の上からな。直接触れないように注意しろ。クリフの身体情報や、ここ数時間の活動を入力してある。やり方は、センサーのディスプレイに表示される。それに従えば良い。私は、室内を調べる」

「了解」

センサーは、まず肝臓か直腸に充てるように指示を出した。タケルは、センサーを袋の上からクリフの肝臓辺りに充てた。肝臓の温度で死亡推定時刻を割り出すためだ。死亡推定時刻、約一時間前。次に表皮全体を見る。死斑は、見られない。無重力では、循環が止まった血液がそのまま滞留する。室内を調べながら、部長が発見されたときの状態をタケルに話した。発見者は、人間ではなく、生命維持システム管理用ドローンだった。船の空調ダクトは、一定の周期でテントウムシのようなドローンが巡回している。一つのドローンが、会議室のダクトから水の玉を見つけた。そこで室内に入ったドローンがクリフの遺体を発見した。
　

　クリフの内臓には、これといった損傷がない。やはり窒息なのか。表皮に傷もなく、無抵抗のまま死んでいったのか。次は、薬物検査。センサーが袋の上から蚊の口より細い針をクリフの遺体に突き刺した。検出された薬物は、シトロマイシン。これは、筋力増強剤だ。宇宙空間で働く者は、常に筋力が落ちないように毎日訓練をしなければならない。そうしなければ、カルシュウムが溶け出して、地上に降りたときに立つことも出来なくなってしまう。しかし、訓練が出来ないような状況では、それを薬で補う。また、訓練の疲労を取るためにオライオンのような長期任務に携わる乗員には、健康であっても月に一度の使用が許されている。これの摂取は、圧力皮下注射器で行う。クリフはバスケットボールを見るために使ったのだろう。筋力増強剤の他は、微量のアルコールが検出された。ウイスキーを飲みながら見ていたのなら当然の結果だ。他、特に異常な成分がない。
「タケル」

　部長は、室内の指紋をセンサーで捉える手を止めた。

「はい」

「クリフは、誰かに恨まれていたか」
　タケルが持っているセンサーは、遺体から針を抜いた。ほどなく袋に空いた穴は、溶けるように埋まった。

「いいえ。それはないと思います」

　部長は、センサーが採取した指紋を船の個人データとの照合を始めた。

「だろうな。しかし、どう考えても事故の可能性がない。並以上の体力を持った宇宙飛行士が水で窒息死。それも回避行動をすることもなくだ。何かを見落としている」
　見落とし。部長の言葉に手を止めたタケルは、センサーを遺体から少し離した。考えろ。自分に言い聞かすタケル。何を考えるのか。クリフには、外傷も内臓の損傷もない。内臓の損傷がない。
「あっ、窒息死の場合、指先が青くなると聞いたことがあります。しかし、彼の皮膚にはそれがない」

「と、なると死因は窒息ではないな」

　太い腕を組んだ部長は、クリフの顔がある辺りを睨んだ。タケルも手を止めて考えた。このセンサーがどれほどの能力があるのか。タケルは、会議室のコンソールでセンサーの能力を調べた。外傷を感知する能力は、被検体によって設定を変えることが出来る。特に頭皮は、洗髪によって作られる掻き傷などを省くことが出来る。また、屋外に放置された遺体から昆虫が刺した傷を省略出来る。タケルは、センサーの現在設定値を開いた。皮下注射痕が感知外に設定されていた。これは、クリフの情報が入力されていたことによる。クリフの情報を初期化したタケルは、もう一度センサーで遺体を調べた。結果、頭皮に規則正しくサイコロの六のように並んだ一つの直径が０，００６ｍｍの傷を発見した。
「部長、頭皮に六つ。これです」

　センサー画像を覗いた部長は、

「これは、機械で付けたような跡だな。何の傷か調べてみよう」

　そう言いながら画像を船のコンピュータに転送した。その傷を検証している間にタケルは、小さな傷の深さを計測した。傷は、頭蓋骨を突き抜けていた。
「傷は、脳に達しています」

　検証の結果を見ていた部長は、タケルの言葉を予測していた。
「そうらしいな。これは、隔壁修理用の超小型ドローンの仕業だ。こいつの探針なら、人間の頭蓋骨くらい簡単に突破する」
　アンは、睡眠ネットの軟らかい緩衝材に身をゆだねて眠っていた。小柄な彼女の眠っている姿は、少女のように見える。実際、身長が十二歳の子供並み。あどけない寝顔は、機関部第三科のチーフとは思えない。公式記録によると三十歳だが、デルコと船長以外は、本当の歳を船の誰も知らない。また、アンは通称であり、公式名はエリザベスである。機関部・保安部兼任部長のデルコの部下であり、妻でもある。アンが警報を聞いたのは、自室で休憩中だった。その場を離れるなとの指示を守り、次の指示を待っていたのだが、待っている間に眠ってしまった。
「リズ、起きろ」

　リズ、そう呼ぶのは、デルコだけだ。アンは、まだ半分夢心地で答えた。

「おかえり」

「おかえりじゃないよ。仕事だ。肉眼で隔壁修理用ドローンの数を確認しろ。直ぐにだ。
　デルコの声は、耳のピアスから聞こえていた。アンが自分のために造った個人用コミュニケーターだ。

「ドローンが、どうしたの。どれも動いていないはずよ」

「とにかく数えろ」

「はい、はい」

　まだはっきりしない頭を掻きながら部屋を出たアンは、機関室に向かった。通路には、誰も居ない。警報は、まだ解除されていないのだ。何があったのだろう。静まり返った通路には、動力炉の振動音が微かに聞こえるだけだ。居住区を通り過ぎ、機関室にたどり着いたアンは、隔壁修理用ドローンの格納庫を開いた。格納庫には、母船と呼ばれる小型・超小型ドローンを船外に運ぶ無線誘導のポッドが三機ある。ドローンは、それぞれのポッドに収容してある。

「母船、いち、に、さん。全て揃っているわ。以上、じゃ、帰るわね」

　ピアスからデルコの怒鳴る声が響いた。
「そうじゃない。小型も超小型も全部数えろ」

「ええ、そんなの大変だわ。それにブリッジでログを見れば分るでしょ」

「火星移民団がいるデッキは、協定でセンサーを切ってある。それ以外のデッキには、ドローンがないことも分っている」

「それで、何のために数えるのよ。隔壁修理用ドローンが、どうして移民団のデッキにあると思うわけ」

　デルコは、クリフ死亡の件をアンに告げた。彼の死にドローンが直接関係あるのかどうかは、本部の監察医が解析中。ドローンの行動は、ログを見る限り月の軌道を離れて以来稼動していない。

「リズ、リズ。聞いているか」

　アンの目から涙の球体が湧き出ていた。流れない涙を指で弾き飛ばした彼女は、母船を開いて数を読み上げた。
「小型、いち、に、さん・・・」

　また、涙の球体が視界を遮った。ピアスから船長の声。
「アン、しっかりしてくれ。クリフは、優秀な乗組員だった。簡単に死んでしまうようなやつではない。何かある。原因を突き止めるんだ。彼のために全力を尽くそう」

「はい、船長」

　アンは、こみ上げてくる悲しみを押し殺して作業を続けた。小型ドローンが六十機、超小型が二百十九機。一機足りない。

「デルコ、一機足りない。超小型、直径十ミリのやつよ。これから居場所を探す」

「チッ」

　デルコの舌打ちが聞こえた。全長約三百メートル、全幅三十五メートルのオライオンを十八名の乗組員が原則三交代で管理している。常時、六名が任務に就いている。航空母艦並みのオライオンを六名で管理するために、船には多くのセンサーとドローンが装備されている。船の何処で何が起こっているのか、ブリッジで全てを把握することが出来るのだが、火星移民団がプライバシー保護を理由に乗員の動きを感知するセンサーを切るようS.D.Oに要求した。それに対しS.D.O本部は、慣性航行中に限り、動力炉、エンジン、操舵装置、生命維持システムのセンサーを除いた全てを切ることになった。そのためにドローンの動きは、各個体が発信する信号に頼るしかない。消失したドローンが信号を出さない限り、それの居場所を即時に感知出来ない。頼るのは、空調ダクト用のテントウムシドローンと肉眼しかない。アンは、全てのテントウムシドローンに消失したドローンの捜索を命じた。
　ドローン捜索をアンに任せたデルコとタケルは、ブリッジに隣接した作戦室に入った。そこには、本物の窓がある。漆黒の宇宙を背景に船長の姿がガラスに映っていた。船長は、振り向かずにデルコの報告を聞いた。
「船長、会議室に有った指紋を照合しました。乗員乗客のうち、五名の指紋がありました。クリフと接触したと思われる人物が五名。死亡推定時刻に会議室に居なかったのが三名、うち二名のアリバイを確認しました。もう一人は、移民団デッキに居たと主張しています」

「誰かね」

「はい、通信担当のザイラーです。センサーが切られている範囲に居たために証明は、犯行・・・死亡推定時刻にザイラーと同室にいた移住団のソフィア。女性、二十三歳が証言しています」

　船長は、次にタケルが報告を始めた。

「隔壁修理用ドローンの二本の探針は、一本が脳の海馬に達していました。これは死因ではなく、もう一本が脳を貫通し、頚椎に達していました。それが神経の束を一瞬で切断したようです。即死です」
　タケルの報告を聞いた船長は、地球がある方向を指差した。

「本部からの指示は、事故調査。あくまでも『事故調査』を続行しろと」

　船長の拳に力が入る。

「船長」

　タケルが続けた。

「船長、隔壁修理用ドローンのことですが」

　デルコがタケルに続けるように目で合図を送った。

「両方から探しては、どうでしょう。アンがドローンの現在位置を探り、指紋探知装置を使ってドローンの足跡を追うのです」
　振り向いた船長が、

「それは、かなり根気がいる仕事だな。また、無駄に終わる可能性もある」

「はい。しかし、何かが見えてくる可能性もあります」

　クリフを殺したドローンが、他の者を襲わない補償はない。タケルがドローンと出くわすことも考えられる。船長は、作戦室の一角に触れた。壁から金属ケースが現れ、船長がそれを開いた。中には、銃と弾丸が数種類並んでいた。

「タケル、銃の携帯を許可する」

「はい」

　タケルが選んだ銃は、デルコが持っているものと同じ三十八口径の宇宙軍標準銃だった。弾丸はチタンポイントを選んだ。それを見たデルコは、タケルが間違ったと思った。デルコの銃に装填されているのは、逮捕用のフランジブルスタン（電撃脆弱弾）で、一発で六個の小さな弾が目標に発射される。一個でも当たれば、標的に一万ボルトの電流が流れる。殺傷力は、ほとんど無い。至近距離で撃っても致命傷を与えることがない。当然、標的を貫通することなどない。チタンポイントは、極めて貫通力が高い。二十世紀から二十一世紀にかけて使われた軍用のフルメタルジャケットに似ているが、チタンポイントの先端はチタニュウム合金で出来ている。対人用というより、対軍用ロボット用として使われる。チタンポイントのカートリッジを銃に装填したタケルは、船長に同意を求めるように言った。
「万一、ドローンが襲って来た場合にこいつで撃ちます。スタン弾では、傷もつけられません」

　デルコは、跳弾で船の機器に傷がつくのを恐れたが、船長の判断を待った。当然、船長は止めると思っていたが、カートリッジをもう一つタケルに渡した。
「跳弾に気をつけろ。では、タケルはドローンの足跡を追い、デルコはソフィアの尋問を。直ちに掛かりたまえ。以上だ」

　作戦室を出たデルコとタケルは、ブリッジ後方にある上級乗務員居室用の第一デッキを迂回する通路に入った。二人の背後でブリッジのハッチが閉じられる音が聞こえた。デルコは、少し振り向いて前を行くタケルに言った。

「そんな弾を撃ったことがあるのか。俺でも保安部の訓練で一度使っただけだ」

　タケルは、片手に収まるくらいの大きさの指紋センサーを調整していた。

「はい、警察用のホローポイントなら何度かあります。撃った時の衝撃は、同じだと聞いています」

「聞いてとは、誰から聞いた」

　指紋センサーをデルコに向けたタケルは、何度か頷いた。

「これで調整完了。母から聞きました。射撃は、父が教えてくれました」

「なんだって。タケルの両親は、何者だ」

「母は鑑識課で、父がＥＳＵ（緊急活動隊）でホバージェットの操縦士でした」
　船長がタケルを推薦した理由が、これで分った。乗組員のプロフィルは公開されているが、両親の仕事や少年時代のことは、副長か船長でなければ知ることが出来ない。作戦室でカートリッジを装填したとき、妙にさまになっていた。それに腰に装着したときも、ごく自然な動作だった。その姿を思い出しながら、デルコは自分の腰にある拳銃に触れた。位置が少し悪い気がする。拳銃の形状は、二十世紀初期にルガーＰ０８自動拳銃が発明されて以来、基本的な形状は変化していない。人間が手に持つ以上、形状の変化を必要としない。高エネルギービーム砲が存在するが、人が片手で扱う火気としては、火薬か高圧ガスを用いて弾丸を射出する方法が、最も安価で故障が少ない。デルコが持つ銃に装填されているのは、小さなロケット弾のような構造をしている。発射時の衝撃を軽減するために薬莢の火薬は、弾丸を銃身から飛び出すだけの分しかない。銃身から出た弾丸は、一秒後に火薬のエネルギーを使い果たす。その直前に弾丸の後ろについた第二薬莢が高圧ガスで弾頭を押し出す。
　タケルが装填したカートリッジにある弾丸は、単純に火薬で弾頭を射出する旧式だが最も経済的で威力がある。当然、扱いが難しく反動も大きい。無重力状態では、それがやっかいなのだ。

「タケル、無重力状態で撃ったことがあるのか」

「いいえ。ありません。しかし、なんとかなるでしょう。使わないで済むなら、それが一番ですが。では」

　第一デッキから第二デッキに入ったタケルは、デルコに敬礼をして会議室に入った。デルコと別れたタケルは、会議室全体からクリフのタンパク質を探し始めた。立体映像装置には、彼の指紋しかない。続いて壁沿いにセンサーを動かしていく。壁のどこにも反応がない。タケルは、クリフが居た位置に移動した。目を閉じて想像してみた。ドローンがクリフの頭に取り付き、目的を達成したドローンは、四本の小さな足でジャンプする。どこへ？換気口は、テントウムシに発見される。ドアを開けるために操作盤に飛ぶ。思ったとおり、操作盤に微かだが反応があった。
　ドアが開く。ドローンが通路に出る。通路の壁沿いにジャンプを繰り返す。タケルは、アンに通信を入れた。
「アン主任、例のドローンは、一度のジャンプでどのくらい進めますか」

「そうね。一メートルくらいね」

「了解」

　第二デッキには、船の先頭から会議室が三ヶ所、展望室が二ヶ所ある。第二デッキは、長さが約二十五メートルある。それが四階層に分かれている。円筒形四階建ての建物のような作りになっている。上、つまり船の先頭に近い方から、会議室・展望室階があり、他の三階が乗務員の居室や生命維持システムや医療室などがある。タケルは、ドアから一メートル離れた辺りを探してみた。一つ、もう一メートル先に一つ。反応が鈍くなる。六メートル、そこから先には何も反応がなかった。

「ここまでか。良いアイデアだと思ったんだけどな」

　地上なら座り込むところだ。地球軌道上なら母に尋ねてみる手もあるが、既に同時通話が出来ないほど遠くになっている。ユカは今頃、猫の手術を手伝っているのだろう。コミュニケーターからユカの声が聞こえた。

「どう、捜査は進んでいるの」

「そっちは、どうだい」

「そうね。まだ時間が掛かりそうよ」

　ユカは、医療室で猫の手術を手伝っていた。

「こっちもそうだ。タンパク質を辿ったけど、跡が消えた」

　コミュニケーターを通じて、医療室の音が聞こえる。

「ねえ、機械に頼らずに自分の目で見たらど。」

「どうって、何を見ろと」

「さあ、ともかく観察してみたら。ちょっと手が放せなくなりそうだから、また後でね」

　現在、船内で移動を許可されているのは、デルコ、タケル、そしてアン。ユカもその中に入っているが、ドクターの手伝いで手一杯だろう。デルコは今頃、ケイトかベンと共に尋問中だ。他に頼れる者がいない。
「観察してみろ。か。やってみるか」

　タケルは、通路の壁に顔を近づけた。目を凝らして見る。なんとなく線が見えるような気がした。その時、シャトル隊のバハマット隊長が自室から顔を出した。

「おい、タケル。これを使え」

　バハマットが投げたのは、戦時パイロット用のヘルメットだった。これには、赤外線スコープと可視光スコープの機能がある。
「隊長、ありがとうございます」

「気をつけてな」

　バハマットは、敬礼をして自室のドアを閉じた。早速、ヘルメットを着用したタケルは、さっき線が見えた辺りに焦点を絞った。拡大された画像は、不規則な点線となってキャットウォークに通じるハッチまで続いていた。

「アン主任、これから画像を送ります。見て下さい」

　タケルは、画像をアンに送信した。

「これは、隔壁修理用の深針の跡だわ。たぶん、機能に異常が起きて針を体内に格納出来ないのだと思う」

「はい、これから追跡します」

「気をつけて、故障したドローンは、どんな行動に出るか分らないわ」

　ハッチを開けて狭いキャットウォークに入ったタケルは、傷跡をスコープで見ながら船の後方に向かった。通常、キャットウォークの隔壁は全て開いている。緊急の場合、五メートルごとにある隔壁を閉じることが出来る。タケルは、ドローンが船首方向に行くのを阻止するために次々と隔壁を閉じていった。キャットウォークを進むタケルは、第三デッキに到達した。そこは、移住者の居室になっている。五階層になった第三デッキは、約三十メートルの長さがある。隔壁を閉じながら進み、ちょうど第三デッキの中央にあたる三階に到達したとき、アンから連絡があった。

「みつけたわ。突然、反応が現れた。もしかしたら、タケルに反応して再起動したのかもしれない。位置は、タケルの前方十五メートル。テントウムシが捕獲に向かったわ」

　ドローンが居る方向にスコープの照準を合わせた。直径十ミリの半球形ドローンが、キャットウォークの中央付近に浮かんでいる。そこにドローンより小さな三機のテントウムシが接近していく。

「船長、ドローンを肉眼で発見。テントウムシが接近中です」

　やや間があり、

「ブリッジでも感知している。気をつけろ」
　船内用ドローンであるテントウムシは、内部にファンを持っている。それにより、空気がある空間なら自由に飛ぶことが出来る。隔壁修理用ドローンのように壁沿いにジャンプするか、這い回って移動する必要がない。空中に停止した隔壁修理用ドローンは、向きを変えることは出来ても移動出来ない。状況は、テントウムシに有利だ。そのはずだった。
「あっ」

　隔壁修理用ドローンの手前で一機のテントウムシドローンが止まった。倍率を上げたスコープに映ったのは、テントウムシに深針が突き刺さり、コマのように回転している姿だった。もうひとつ、テントウムシが刺された。隔壁修理用ドローンが、二機のテントウムシを掴んだのだ。残る一機は、空中に停止した。まるでテントウムシが、自分の三倍もあるドローンに対して躊躇しているようだ。掴まれたテントウムシは、二機ともファンを全開にして逃れようとしているが、深針がテントウムシの内部部品に絡まっているようだ。
「アン主任、二機が捕まった。残りの一機は、じっとしている」

「ええ、そのようね。三機のリンクが断たれたのよ。援軍を送るわ」

　隔壁修理用ドローンは、二機のテントウムシを掴んだ状態でキャットウォーク内をふらふらと漂っている。制御機能を失ったテントウムシが、隔壁修理用ドローンを不規則に引っ張っている。タケルと残ったテントウムシは、援軍が来るのを待った。キャットウォークの最後部から、新たに二機のテントウムシドローンが現れた。それと同時に隔壁修理用ドローンの攻撃から逃れていた一機が、目覚めたように動き始めた。三機がもう一度連携を取りながら、ふらつく隔壁修理用ドローンに接近した。三機のテントウムシは、それぞれ二本の触手を出している。二機のテントウムシと繋がったことで、逆に動きが取れなくなった隔壁修理用ドローンは、なすすべもなく援軍のテントウムシたちに捕獲されるかに見えた。だが、隔壁修理用ドローンは深針を振り回した。後続のテントウムシ三機は、次々にドローンに捕らえられたテントウムシと衝突した。弾き飛ばされたテントウムシは、三機ともキャットウォークの湾曲した壁に叩きつけられた。
「アン主任、援軍もやられた。テントウムシドローンでは、やつを捕獲できないのかもしれない」

「少し待って。まだテントウムシが動くわ。再起動させる」

　隔壁修理用ドローンの攻撃は、自己防衛機能なのか、それとも単純な反応による偶然の動きなのか。大きさがジーンズのボタンくらいしかない物体に、それほどの機能があるのだろうか。タケルは、学生時代に学んだ蛾とコウモリの関係を思い出した。コウモリは、餌である蛾を暗闇で音波によって感知する。アクティブソナーをコウモリが使うのだ。真っ暗な場所でコウモリは、蛾の位置を知ることが出来る。蛾よりも高速で飛行するコウモリは、暗闇で周囲が見えない蛾をなんなく捕らえるように思えるが、蛾も簡単に捕まるようなことはない。蛾には、単純だが性能が良いセンサーがある。コウモリが発する音波を感知した蛾は、羽ばたきを止める。そうすることで高度が下がり、コウモリの攻撃を交わす。コウモリは、その動きを読まなければ餌にありつけない。
　隔壁修理用ドローンには、本来そんなものが必要ない。何者かが機能を付け加えたのかもしれない。もしくは、誰かが操縦しているのか。いずれにしても防衛機能を持っている。ドローンが蛾で、タケルがコウモリか。または、その逆か。ドローンは、少なくとも蛾より高度なセンサーを持っている。それがどの程度なのか。『試してやる』銃を構えたタケルは、ドローンに狙いをつけた。

「銃弾を避けられるかな。やってみろ」

　銃口を向けられたが分ったのか、ドローンが掴んでいる二個のテントウムシをこっちに向けた。まるでタケルの姿が見えているようだ。タケルは、銃を撃った反動で体が動くことを避けるために隔壁に背中を付けた。引金に掛けた指に力を入れた。乾いた音がキャットウォークに響く。弾丸は、テントウムシを貫きドローンに命中したかに見えた。だが、テントウムシに当たったことで弾丸の軌道が少しそれた。ドローンを掠めた弾は、キャットウォークの湾曲した壁面にめり込んだ。弾はドローンを外れたが、吹き飛んだテントウムシに引きずられた深針がドローンから抜けていた。
「アン主任、今だ」

　再起動したテントウムシが、ドローンを捕獲した。
「船長、ドローンを捕獲しました」

　数秒の間があり、船長から

「タケル、機関室が応答しない。今、デルコが向かった。タケルも向かってくれ」

　機関室は、船のほぼ中央に位置している。居住区は、ここで終わる。ここより後方には、生身の人間が入れない。機関室の後方には、各種の燃料タンクと動力炉、そして核融合インパルスエンジンがある。シャトル格納庫を除けば、最も広い空間があるのだが、船の予備パーツ格納庫や宇宙服棚などが迷路のように配置されているために広く感じない。アンが居るドローン格納庫は、空調ダクトに直結し、即時に厚みが四ミリ以下のドローンを船内に派遣出来るようになっていて、ここからテントウムシを発進させていた。クリフを襲った隔壁修理用ドローンの大きさは、テントウムシの二倍あるため空調ダクトを通れない。何者かが格納庫から出さなければ、船内をうろつくことが出来ないはずだ。

隔壁修理用ドローンは、船殻や通路などに入った肉眼で見えないような亀裂を補修するためのもので、目的が特化されている。内部には、深針と呼ばれる極細のチューブを二本と修理溶剤を格納している。深針の構造は、注射針のように中空になっている。微細な亀裂に細い針を通して、修理溶剤を送り込む。深針と溶剤タンクに脚、それを動かすモーターだけで殆ど内部が埋まっている。目的が一つしかないため、内部のコンピュータは、プログラムを実行するだけの単純なことしか出来ないはずだ。アンもタケル同様、クリフを殺害したドローンが、遠隔操作されている疑いを持っていた。修理溶剤タンクを取り除けば、送受信機と視覚センサーを組み込める。直径十ミリの殺人マシーンだ。タケルは、今そいつと対峙している。ジャミング（電波障害）すれば、ドローンの動きを止めることが出来るかもしれない。だが、そうすればテントウムシも止まってしまう。ジャミングは、最後の手段だ。アンは、タケルが危機に陥った場合に備えて、ジャミングの用意をしていた。動力炉が発する電磁波は、船内に影響を与えないように閉じ込められているが、点検用のエアロックを開放すれば、ほんの少し漏れる。タケルがドローンの捕獲に奮闘しているとき、アンはエアロックを何秒開ければ無線機器を不能に出来るか計算していた。計算結果は、二秒間と出た。アンは、デルコに計算結果を送った。
「二秒か。二秒なら体に影響がないか」

「ええ、でも携帯端末と私のコミュニケーターも不能になる。最悪の場合に備えてだから、やりたくはないわ。タケルとテントウムシが捕獲してくれることを期待しましょう。それより、そっちはどうなのよ。何か分ったの」

「まだ、これといって進展はない。そこでキャットウォークの様子が分るのだろう。今、どんな状態だ」
　アンが手に持っている携帯端末から放射された三次元映像には、キャットウォークの様子が投影されている。停止していたテントウムシが、息を吹き返した。テントウムシからキャットウォークの映像が送信されてきた。

「テントウムシを再起動させた。」

「なら、さっさと捕まえろよ」

「でもね。また、やられるかもしれない。それより、タケルが銃でドローンを狙っているわよ」

　デルコの声が大きくなった。

「なんだと、あんな小さい物を狙ってるいのか。外せば壁に・・・タケル、撃つな」

　デルコの静止命令は、タケルに届かなかった。コミュニケーターから銃声が聞こえた。

「もう、おそいわ。ドローンが止まった」

　タケルの声が響く。

「アン主任、今だ」

　アンは、テントウムシに捕獲コマンドを送った。その直後、アンがいるドローン格納庫に低い振動音が響いた。格納庫にある隔壁修理用ドローンが、突然動き出した。「あのドローンは、罠だった。」何者かが他のドローンを掌握するまでの時間稼ぎだったか。そう悟ったアンは、急いで格納庫を出た。ドローン格納庫内部から、ドローンがうごめく音がする。デルコに事態を説明しようとしたとき、端末の映像が消えた。ドローンがジャミングをかけたのだ。
「デルコ、デルコ、船長、タケル。ダメか。逆にやられた」

　格納庫のドアは、人間の手で開くしかない。ドローンでは、開けることが出来ないはずだ。しかし、打ち破ることなら出来る。その実、ドローンがドアに衝突する音がしている。破られるのは、時間の問題だ。アンは、機関室を漂いながら溶接トーチの保管庫に向かった。ドローンの目的が何かはともかく、何とかして格納庫から出るのを阻止しなければならない。急ぐアン、格納庫を開けたが磁石で固定してあるトーチを上手く取り出せない。
「なんで取れないのよ」

　アンは、力を入れながら背後から迫る殺人ドローンを想像していた。ドアの衝突音が激しくなっている。

「デルコ。助けて」

返事がない。ピアスから聞こえるのは、ジャミングのノイズだけだ。
主通路では、デルコが機関室に急行していた。第三デッキ、移住者が居る。通路には、船長命令で誰も出ていない。皆、気楽に事態が収まるのを待っているわけではない。何も知らされずにいる。不満と不安が入り混じった妙な雰囲気が、閉じられた各個室のドアから溢れているような気がする。個室は、長期間の宇宙旅行を快適に過せるように作られているが、訳も知らずに閉じ込められているのは耐え難いものだ。特に若い火星定住者たちには、かなり酷なことである。一般の者なら騒動になりかねないが、今のところ文句を言う者もなく、それなりに統制が取れているようだ。第三デッキは、五階層になっている。各階は、四つに分割されている。主通路から船の外側に向かって、四本の通路があり、各自の居室が並んでいる。その一つから、若い男性が顔を出した。

出てくるな。というようにデルコが手で合図を送ったが、男は逆に半身をドアから出して来た。

「何があったのですか」

　男の疑問は、当然のことだ。しかし、説明している時間がない。デルコは、腰に付けた銃を男に見せた。

「うっ」

　と、言って両手を上げた男は、すごすごと室内に戻った。他にもドアから覗いていた者がいたようだ。何度かドアが閉まる音が聞こえた。
第三デッキの第五層を通り過ぎたところで、身を翻したデルコは隔壁に着地し、第三デッキと第四デッキの隔壁にあるドアを開けた。第四デッキには、工作室と球状庭園がある。その向こうは、シャトル格納庫に通じる隔壁がある。デルコが工作室の前を通り過ぎ、シャトル格納庫に通じる隔壁に辿り着いたとき、工作室から爆発音が響いた。工作室の前に戻ったデルコは、ドアの開閉スイッチに触れたが、何も反応がない。工作室の電力が切れているようだ。開けるには、壁にある緊急開閉スイッチを作動させる必要がある。スイッチは、ガラスで保護されている。肘でガラスを割ったデルコは、スイッチを押してみたが、指が入る程度の隙間しか開かない。内側に何かが引っ掛かっているようだ。隙間から見えるのは、漏電で発火している電源ケーブルのわずかな光だけだ。それも直ぐに消えた。
「タケル、工作室で何か起こっている。こっちから開くことが出来ない。キャットウォーク側のハッチを見てくれないか」
　タケルも工作室の異変に気付いていた。
「はい、今ハッチを手動で開くところです」

　デルコのコミュニケーターから、空気が漏れる音が聞こえた。タケルがハッチを開けたのだ。

「殆ど何も見えません。スコープを赤外線に切り替えます」

　タケルのスコープに映し出されたのは、熱を帯びて散乱する破片と操作盤にしがみつく人影だった。人影に近づいたタケルは、その首筋に手を充てた。脈がある。熱線で溢れる室内では、誰なのか分らない。

「おい、しっかりしろ。君は、誰だ」

　人影は、振り絞るような声で答えた。

「その声は、タケルか。私は、ベンだ。副団長の・・・」

「ベン、どうしたのですか」

「やつらは、赤外線・・・。水、水を」

「水が欲しいのですか。今、取ってきます」

「水だ。私に・・・かまうな。行け」

　ベンが気を失った。その会話を聞いていた船長は、タケルとデルコに機関室に向かうように指示した。

「ベンの救出は、他の者をやる。二人は、機関室に急げ」

　デルコは、指示を聞くまでもなく既に第四デッキを抜けてシャトル格納庫に進んでいた。格納庫中央を貫く主通路には、隔壁が五ヶ所ある。通路の外側は、広い空間なのだが、事故の確率が最も高いために六つのデッキに分けてある。第一デッキから通算で、第五～第十デッキがここにある。第五デッキには、四ヶ所にハッチがり、うち三ヶ所がシャトルのO・D・S（オービター・ドッキング・システム）に通じている。残り三ヶ所のうち一つは、予備の空間に通じている。これは、故障により航行不能になった宇宙船を格納するための空間だ。ユカが救助したニールスもここに係留されていた。そして、第十デッキには、船外活動用のポッド（小型宇宙機）が三機収納されている。ポッド付近のハッチを開けたデルコは、装備棚からレーザーカッターを取り出した。通常、ポッドに持たせて使用する。形と大きさは、重機関銃くらい。重量は、約五十キログラム。地上なら一人で扱うには、かなり重いしろものだ。乗員は、レイガン（光線銃）と呼んでいる。
　レイガンを引っ張り出したデルコは、船室最後部になる重力運動室のハッチを開けた。ここを抜ければ、機関室に辿り着く。逸る気持ちを抑えて、デルコは慎重にハブへ進入した。深呼吸を一つ。ハブと機関室を繋ぐエアロックを抜ければ、暴走したドローンが攻撃を仕掛けてくるかもしれない。隔壁修理用ドローンは、通常単独で稼動することがない。ドローン母船から送られる指示によって作業を進める。母船には、船のあらゆる隔壁のデータと損傷に対応するプログラムがある。そのプログラムは、個々のドローンに対するコマンドを選択し、送信することによってドローンをコントロールする。そのプログラムを書き換えるには、かなりの時間を要する。犯人は、母船を牛耳る時間を稼ぐために一個のドローンを無線誘導していたのだろうか。隔壁修理に特化したドローンは、特に保護措置を施していない。オライオンの航行システムならば、副長か船長のコードが必要になるが、ドローンにある作業プログラムを書き換えるのは、主任以上なら可能だ。それよりも、ドローン一機を改造するほうが早い。おそらく犯人は、遠隔操縦装置をドローンに取り付けたのだろう。そして、クリフを殺害したドローンに目を奪われている間にドローン母船のプログラムを書き換えた。だが、目的が分らない。狙いは、エンジンなのだろうか。
　機関室に通じるエアロックを開けたデルコは、レイガンを構えて周囲を見渡した。ドローンの格納庫から音が聞こえる。ドローンが格納庫のドアを破ろうとしている。
「リズ、どこだ」

　溶接トーチの保管庫あたりから、うめくような声が聞こえた。デルコは、ドローン格納庫の方向にレイガンを向けたままアンの声がする方に向かった。
「デルコ。トーチが外れないわ」

　アンの無事な姿を見たデルコは、レイガンを指差した。

「トーチは、もういらない。こいつで撃退する。それより、急いで機関室から出るんだ。ここは、俺に任せろ」

　タケルは、キャットウォークから機関室に入っていた。ドローン格納庫に数メートルに近づいていた。ドローン格納庫の扉には、超小型のドローンが出られるほどの隙間が開いた。コミュニケーターは、ジャミングされていて使えない。タケルは、大声でデルコに言った。

「デルコ部長、聞こえますか。ドローンが出てきます」

　デルコの声が、機関室の何処からか響いた。

「タケル、撃ち落せるか」

　タケルは、デルコに返答する前に隙間から出てきたドローンに発砲した。

「一機、撃墜。次、出てきます」

「タケル。今、レイガンを調整している。しばらく、時間を稼いでくれ」

　二機目のドローンを撃破したタケルは、船長が持たせてくれた予備のカートリッジに触れて考えた。残り弾数は、十一発。また一機出てきた。それを撃ち抜いた。タケルは、思い切って格納庫に飛びつき、隙間から弾丸を撃ち込んだ。そして、予備のカートリッジに取替えて全弾撃ち込んだ。一発がドローン母船に命中した。ドローン母船には、宇宙空間で移動するための液化ガスが装備されている。その液化ガスタンクが割れて、兆弾による火花が燃料に火を点けた。格納庫の隙間からは、赤い炎が漏れている。
「これで消火装置が格納庫を固めれば、しばらく動けないだろう」

　格納庫から飛びのいたタケルは、消火装置が働くのを待った。格納庫内の温度は、急激に上がっていた。ドローン内部にある空気が破裂する音が聞こえる。宇宙船内か宇宙空間で活動するドローンの設計は、水に浸かることを考慮していない。回路は、全く密閉されていない。宇宙船内の空気も内部に入ることになる。その空気が膨張して、ドローンの脚根にある隙間から爆発的に噴出する。次々と乾いた音が格納庫から聞こえる。中々、消火装置が働かない。このままドローン母船内部の圧力が増せば爆発することになる。消火が早いか、格納庫が吹き飛ぶのが早いか。タケルは、爆発に備えてヘルメットのバイザーで顔を覆った。その時、火災警報が鳴り響き、消火装置が動き出した。金属製の蛇のような装置が格納庫に接近し、口から消火剤を吐き出した。格納庫のドアは、白い泡に包まれた。その泡は、熱を奪いながら硬化していく。
「良くやった。ジャミングをしていたドローン母船をやっつけてくれたから通信が回復した。後は、まかせろ」

　デルコの声がコミュニケーターから聞こえた。気配を感じて振り向いた。デルコが宇宙服を着て近づいて来る姿が見えた。

「タケル、後ろに回れ。これからＸ線レーザーを照射する」

　タケルが背後に回るのを待って、デルコがドローン格納庫にレーザーを照射した。レーザーは、格納庫のドアを通り抜け、ドローンの回路を破壊した。

　レーザーの照射は、ほんの一瞬だった。宇宙服のヘルメットを脱いだデルコは、レイガンをタケルに渡した。

「それを元に戻しておいてくれ。質量は、かなりあるから気をつけろよ。隔壁とガンに指を挟まれたら骨折するからな」

「はい」

　いつのまにか、アンが傍に来ていた。

「大げさなんだから。指向性が強いレーザー照射で、宇宙服なんていらないでしょ」

　そう言ったアンは、デルコを差し置いて格納庫に向かった。
「おい、待てよ。まだ、安全を確認していない」

　アンは、振り向きもせずに

「だから、今から確認するのよ」

　デルコの視野には、既にタケルが居ないも同然だった。アンを追うデルコは、姉に叱られた弟のように反論した。

「宇宙服か防護服を着るのは、Ｘ線レーザーを使う場合の規則だろ。それに、おまえだって、溶接トーチが外せないと騒いでいたじゃないか」

「それは、ちょっと慌てただけよ」

「何が、慌てた、だよ。横にずらせば良いものを引っ張るから外れなかっただろうが。」

「男は、細かいことを気にしないの」

　ドローンとの闘いに緊張しきっていた神経が切れたのか、二人の会話が微笑ましいのか、タケルは思わず笑い出した。その笑い声にアンとデルコが振り向いた。

「まだ、居たのか。さっさと片付けろ」

「まだ、居たの。仕事しなさい」
　タケルは、ヘルメットのバイザーを上げた。

「はい、はい。分りました」

　船長から指示。
「タケルは、レイガンを戻した後、医療室に向かえ。今、副長がそっちに向かった。アン、むやみに近付くな。デルコもだ」

　アンは、既に格納庫に取り付いていた。

「アンです。船長、もう格納庫に着いています」

「アン、命令だ。さっさとデルコの後ろまで戻れ」

　肩をすくめてデルコを睨んだアン。デルコは、にやりと笑った。

　アンとデルコを残してタケルは、機関室から出て行った。途中、重力室のハブで副長と出会った。副長は、銀色のボンベを持っていた。
「タケル、良くやった。ベンは、手当てを受けている。レイガンを元に戻したら作戦室に行き次の指示を待て」

「了解。それ、何ですか」

「これか、レジンフォームのボンベだ。これでドローンを完全に固める。さあ、行け」

　副長にさっと宇宙軍式の小さな敬礼をしたタケルは、レイガンを担いでハブを抜けた。かなりゆっくりと。第十デッキのハッチが、スローモーションのようにじわじわと迫ってくる。ハッチの取っ手を掴んだタケルは、レイガンの質量を支えるために通路の壁面に両足を付けた。ずしりとレイガンの質量が、タケルの腕にのしかかった。デルコが言ったとおり、かなり重い。重力室でユカを掴んだときのようだ。ユカの体重は、だいたい五十キログラムくらいか。コールドスリープから見た透過映像を思い出す。突然、コミュニケーターからユカの声が聞こえた。
「タケル、今、どこに居るの」

　ユカを思い浮かべていたタケルは、悪さを親に見つかった子供のように答えた。

「いや、なんでもない」

「何がなんでもないの。どこに居るのかって聞いたのよ」

「ああ、無事だってことだ。今、船外活動ポッドの格納庫だ」

「そう。あのね。ベンは、大丈夫よ。今は、眠っているけど軽い火傷だけ。マーの手術は、もう少し時間がかかるわ。それから、ケイトがタケルに直に会ってお礼を言いたいって。医療室に来られる？」

「そうだな。五分後に医療室に寄るよ」

　

　ハッチを開いたタケルは、足から第十デッキに入った。その時、エアロックが開くような音を聞いた。そして、デッキの照明が消えた。非常灯も点かない。

「照明を点けろ」

　しばらく待ったが、照明が点かない。

「故障か」

　まだ閉じていないハッチから漏れる灯りを頼りに室内を見渡した。レイガンの格納棚が、ぼんやりと見える。それに向かって動き出したが、エア漏れを防ぐためにハッチが自動的に閉じた。デッキ内は、真っ暗になった。バイザーを赤外線に切り替えた。漆黒の闇が、真昼のように明るいデッキの光景に変わった。
「この光は、どこからだ」

　タケルは、光源を探した。デッキ内は、塗装していないむき出しのポッドが並んでいる。ポッドの外観には、球体の鏡のように間延びした室内が映っていた。ポッドの外層や作業用アームなどに映る光は、プレアデス星団のように散開し、どれが本物か見分けがつかない。タケルは、ポッドを辿りながら光源を探した。デッキの四分の一ほどを回ったとき、室内が不規則に明滅した。いや、最初は不規則だと思ったのだが、ある一定のリズムが感じられる。信号。何かの信号らしい。発光源は、ポッド用エアロックの操作盤に有った。ボタンの一つに似せてある。

「こちらタケル。船長、ドローンを操作していた信号機、もしくは中継器を発見しました。赤外線発光機のようです。操作ボタンに偽装されていました」

　点滅の間隔が短くなった。

「タケル、発光機は他にもありそうか」

「はい、これから探してみま。」
　タケルは、背後に何かの気配を感じた。振り向いた視線の先には、片付けたはずのドローンが壁に張り付いていた。即座に銃を構えたのだが、弾丸が無い。ドローンと素手で闘うしかないのか。だが、ドローンは攻撃を仕掛けてこない。のろのろと壁を這うだけで、こっちに向かってこない。どうやら、故障しているようだ。

「こちらバール。タケル、ドローンが一機足りない。逃げ出したようだ。何処に行ったのか、まだ分らない」

「副長、それなら目の前にいます。しかし、上手く動けないようです」

「破壊できそうか」

「いえ、弾がありません」

「今、援護に行く。攻撃範囲外で待機しろ」

「了解」

　タケルは、ドローンの動きに合わせて距離を詰められないように移動した。タケルの手が、このデッキにある非常用食料箱に触れた。ひんやりとしている。思い出したように喉の渇きを覚えた。ずっと緊張の連続だった。箱を開けたタケルは、水のボトルを取り出した。ひと口、ふた口。
「そうか。これだ」

　ボトルを持ったままタケルは、ドローンに接近した。そして、ボトルを振ってドローンに水をかけた。水は、ドローンの内部にしみ込み回路をショートさせた。それと同時にデッキの照明が回復した。バイザーを通常に戻したタケルは、
「副長、ドローンの機能停止」

　副長の声は、コミュニケーターからではなく、背後から直に聞こえた。

「見ていたよ。タケル、良くやった。良く思いついたな」

「はい、クリフもこうしたのだと思います。彼は、勇敢にドローンと闘ったのです」

「ああ、そのとおりだ」

　タケルは、友を失った悲しみを振り切るように赤外線発光機に副長を案内した。

「こんなもの、いつ取り付けられたのでしょう」

　副長は、ボタンに偽装された発光機を爪で叩いてみた。肉眼でやっと見えるほどの欠片が剥がれた。

「やはりそうか。こいつは、増殖型ナノサイトだ。機能は、既に停止している」

　

　ナノサイトは、ウイルス大のマシーンである。外科手術にこれを使用することによって開腹せずに手術を行える。医療用は、プローブと呼ばれる。ドクターが猫に注入したものだ。医療用は、治療が終われば体外に排出されるようになっている。それに増殖はしない。タケルが発見したものは、そこに有る材料を分子単位で分解し再構築することで、別の機械を作る。欠点は、電力消費が多いこと。宇宙船のような限られたエネルギー源しかない所では、殆んど使用されていない。

　ナノサイトの分析は、副長が直接行った。このナノサイトには、時限プログラムがあり、作動から数時間で停止し、分解するようになっていた。ドローンを支配した者、あるいは「物」が何であれ、証拠を残さないように制限時間を設定した可能性が高い。ナノサイトは、タケルが発見してから一時間後に分解してしまった。副長は、結果を船長に伝えた。
「船長。霧散しました。もう少し発見が遅れていたら、何も見つからなかったかもしれません」

　副長が送って来た映像を見ていた船長は、もう一つの画像に目を移した。宇宙開発組織本部の長官から送られたメッセージだ。

「ドリニク船長。帰還は、認められない。君が心配する気持ちは良く分る。だが、この計画には多くの資金と人材が投入されている。こちらも支援に全力を尽くす。では、健闘を祈る」

　何が支援に全力を尽くすだ。オライオンに追いつける宇宙船など無い。だから、引き返すといったのだ。

「チッ」

「船長、どうかしましたか」

「いや、ご苦労だった。副長、作戦室まで来てくれ」

「了解」

　本部からのメッセージを閉じた船長は、タケルが情報部に問い合わせていた件の返答を開いた。
「タケル、どこにいる」

「はい、医療室に向かうところです」

「例の件、返事が届いている」

「はい、医療室で見ます」

「よし。ドクターに協力してもらえ」

「了解」

　

　マーの手術は、無事に終わった。まだ、動けないが、人工臓器も上手く作動している。ドクターがユカに言った。

「猫には、問題がないのだが」

　ドクターは、小さな金属片を取り出した。

「こいつが、猫の体に入っていた」

　ユカは、目を凝らしてそれを見た。

「何ですか。」

「感覚刺激装置、遠隔操作でビリッとくる」

　ドクターは、しつけるために使用したのではないかと言う。

「へえ、そんなことされていたのですか」

ユカは、金属片と目を閉じている猫を見比べた。すると、猫が耳を動かした。目を開けて医療室の入り口を見ている。ドアが開いて、タケルが入ってきた。

「おう、元気になったか」

　タケルは、そう言ってそっと猫を抱いた。そして、猫を抱いたままコンピュータの前に移動した。タケルは、つい先ほど受信したファイルを医療室のコンピュータに転送していた。

「ドクター、頼みがある。このファイルは、ある人物のＤＮＡです。月面基地に該当者がいるかどうか調べてほしい」

　ドクターは、二つ返事で承知した。更にタケルは、ユカにソナから猫の持ち主を聞き出すように頼んだ。

「わかった。ソナに会って来るわ。あ、それからこれ」

　ユカは、金属片をタケルに渡した。

「何、これ」

「マーの体内に有ったの。じゃ、また後でね」

　

　タケルは、マーを抱きながら金属片をスキャナーに掛けた。ただの電気回路に見える。タケルは、倍率を最大に上げた。回路に中に不必要な空洞が有った。空洞に見えたのは、透明なカプセルのようだ。

「ドクター、これ何でしょう」

「うん、そうだな。大きさから考えて、プローブの容器のようだが。これに似ている」

　ドクターがタケルに見せたのは、植物の花粉が詰まったチューブだった。

「これがプローブの容器だ。この花粉大の一つ一つにプローブが、ぎっしり入っている。これを適量、生理液に混ぜて注射する」

「つまり、こいつにもプローブが」

「いや、こいつは医療用ではないな。開けて見るか」

　金属片を摘んだドクターは、培養装置を指差した。
「これをあの機械に入れてカプセルを潰してくれ。私は、ＤＮＡを探す」

　

　培養装置には、通常のスキャナーより数百倍の拡大能力がある。金属片に有ったカプセルが、象のような大きさに見える。一部に穴が開いていることが分った。超細動アームがそれを掴み、内部の物を引きずり出した。思ったとおり、内部にはナノサイトが入っていた。培養装置のコンピュータが、それが増殖型のナノサイトだと判断した。だが、どれも停止している。一部のナノサイトだけがカプセルから飛び出した形跡がある。全て放出される前にコールドスリープの作用によって停止してしまったらしい。増殖した場合のシミュレーションをコンピュータに計算させた結果、人間の脳神経回路に似たような仕組みを構築した。
「タケル。休め」

　ドクターの声だった。

「えっ」

「冬眠装置で二十四時間眠った後でも睡眠が必要だ。君は、既に二十時間以上眠っていない。標準時で今は午前二時だ」

「でも、あと少し。栄養剤と覚醒剤をもらえれば」

「だめだ。それにユカが待っている」

　いつの間にかユカが医療室の入り口に来ていた。手にランチボックスを持っていた。
「タケル、栄養剤よりこっちのほうが良いでしょ」

　培養装置から離れたタケルは、ユカを伴って主通路に出た。

「僕の部屋で食べるかい」

「ええ、良いわ」

　タケルの居室は、航空機の立体画像がたくさん有った。
「やっぱり飛行機が好きなのね」

「そう、子供の頃から好きだよ。それから、これも」

　ユカの目の前に細長い黒い物体が現れた。

「これも飛ぶの？」

「ちょっと違う。これは、二百年くらい前の潜水艦だよ」

　しばらくの沈黙の後、ユカはランチボックスを開いた。

「食べようか」

　まずかったかな。潜水艦などユカが興味を持つわけがない。と、考えたタケルは、ランチボックスの中からバターを封入したロールパンを取り出した。それを掴んだユカは、ちぎって口に入れた。パンをかじったタケルは、猛烈な食欲に襲われた。睡眠どころか食事もしていなかったことを思い出したのだ。ユカも同様だった。二人は、会話もせずに食事を続けた。最後のひと口を胃に流し込んだユカは、
「少し眠ったほうが良いわ。ソナのことは、その後で話しましょう」
　そう言ったのだが、タケルが返事をしない。

「ねえ」

　彼は、手に水のボトルを持ったまま眠っていた。ユカは、睡眠ネットを開いた。それにタケルを入れようとしたのだが、眠っている彼の腕が絡みつき、一緒にネットに捕らえられた。

「ちょっと、タケル。起きて」

　規則的な寝息をたてる彼は、起きそうもない。

「ま、良いか」

　ユカも目を閉じた。
　翌日、団長のケイトが副長室に呼びつけられた。そこには、ユカとタケルも居た。副長は、ドクターが見つけた金属片をケイトに差し出して、ナノサイトが入っていたことを説明した。
「団長、手のこんだイタズラだと思いたいが」

　更に副長は、タケルに手招きをして言った。

「タケル、説明して差し上げろ」

「はい、では」

　そう言ってタケルは、科学実験船ニールスの事故報告ファイルを開いた。事故当初、装置の暴走だと思われていた。しかし、タケルはそれに不信感を抱いていた。もう一度、報告書の画像を調べた結果、髪の毛らしき物を発見した。そこで、事故調査員に分析するように依頼した。その結果、それが人間の髪であることが判明。ＤＮＡを調べたところ、ニールス関係者の中に該当者がいなかった。

「気になることが、もう一つあります。移住者がシャトルに乗り込むときです。そう、シャトル二号機が出発前に検査係が倒れた。ソナが猫を持ち込んだのは、検査係が交代した後で・・・」

　団員に容疑をかけられたケイトは、怒りを抑えてタケルの言葉を遮った。

「検査係が交代したのが、ソナと関係があるとでも言いたいの」

　副長は、ケイトを抑えるように手を上げた。タケルは、ケイトが落ち着くのを待って続けた。

「ソナは、巻き込まれたと思ったほうが良いでしょう」

　ニールスにあった髪の毛は、交代に入った検査係のものだった。検査係の名は、イーグルアイ。イーグルアイは、保安部から事情聴取を受けている最中だ。タケルの説明を聞いたケイトは、両手を小さく広げて言った。

「ニールスの事故に彼女が関与しているとは思えないわ」

　それは、ケイトの言うとおりで、船長も副長もニールスとソナの接点はないと考えていた。ソナは、利用されただけなのだ。ケイトは、小首をかしげて言った。

「捜査中の話を聞かせるために、わざわざ私を呼び出したわけじゃないでしょう。本当は、何を言いたいの」

　タケルは、副長に即されてケイトに言った。

「今朝、ドクターから連絡が入りました。猫から回収したプローブから、珍しい物質が検出されました。それは、脳神経つまりシナプスを強化する物質で、現在は、使用されていません。開発されたのは、二百年ほど前らしいのですが、開発直後に廃棄されて、詳しい記録が残っていないそうです。ある一定の動作を一瞬で覚えることが出来るとドクターが言っています。この物質と金属片に有ったナノサイトを組み合わせた場合、人間や動物の脳をコントロール出来るそうです。ある程度ですが。そして、クリフと副団長のベンからも検出されました。ベンは、ナノサイトにコントロールされる前に自分から感電して撃退しました。ドローンが赤外線の信号によってコントロールされていることを告げようとしていたのです。その記憶は、消されたようですが」

　それに副長が付け加えた。

「全員の検診をしたい。この物質は、使い方しだいで人を破滅させることが出来る。何者かが、他の誰かを操ろうとしているのかもしれない。船長は、それを命令する権限を持っているが、強制したくない。そこで、団長のあなたに協力して欲しいのです。結果しだいで、現在の緊急体制が解除出来ます」

　ケイトは、大きく息を吸って吐き出した。そして、答えた。

「逆らっても無駄のようね。団員には、本当の理由を伏せておきましょう。ただの健康診断ということに」

　副長は、ケイトの言葉に頷いた。

「ユカ、タケル、団長をお送りしろ」

　ユカとタケルは、ケイトの少し後ろから居住者がいるデッキに向かった。その途中、医療室の前を通り過ぎたケイト止まった。そして、医療室の入り口まで戻り、

「まずは、私から受けましょう。」

　と言って医療室に入った。ユカとタケルは、そこでケイトと別れた。医療室では、ドクターがケイトを待っていたかのように迎えた。

「おそらく、あなたが一番最初に来ると思いました。検査は、簡単なものです」

　ドクターは、ケイトが返事をする間もなく、プローブを彼女の体に打ち込んだ。

「時間は、どのくらいなの」

「そうですね。七分ほどです。お茶でも飲みますか」

「いいわ。喉は、渇いていないから。それより、二百年も前に廃棄された物を良く知っていましたね」

　ドクターは、ケイトの言葉に少し照れながら答えた。

「いいえ、知っていたのは私じゃありません。もちろん、猫の体内にあった物を発見したのは私です。しかし、それが何であるかを知っていたのは、新人のユカです。祖父から、こういう物が大昔存在したと聞いていたらしい。この物質の名は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(シバ),ＳＩＢＡ)ということも」

「へえ、ＳＩＢＡねえ。どういう意味なの」

「Synapse intruder bacteroid aggregateの略のようです。脳神経回路進入バクテリア集合体。脳細胞神経回路強化薬だと言っていました。この物質自体の資料は、ほとんどないのですが、これにまつわる事件の記録ならありました。見ますか」

「ええ、見たいわ」

ドクターは、医療室のデータバンクから２０００年８月１２日のファイルを開いた。
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